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       午前１０時００分 開議   

◎開議宣告 

○議長（大原 昇君） おはようございま

す。 

 ただいまの出席議員は１３名でありま

す。定足数に達しておりますので、これか

ら令和２年第１回美幌町議会定例会第１０

日目の会議を開きます。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（大原 昇君） 日程第１ 会議録

署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２５条

の規定により、９番藤原公一さん、１０番

坂田美栄子さんを指名します。 

――――――――――――――――――― 

◎諸般の報告 

○議長（大原 昇君） 諸般の報告を行い

ます。 

 諸般の報告については、事務局長から報

告させます。 

○事務局長（遠國 求君） 諸般の報告を

申し上げます。 

 本日の会議につきましては、お手元に配

付しております議事日程のとおりでありま

す。朗読については、省略させていただき

ます。 

 次に、地方自治法第１２１条第１項の規

定に基づく出席説明員につきましては、第

１日目と同様でありますので、御了承願い

ます。 

 なお、松浦議員、病気療養中のため、欠

席の旨、届出がありました。 

 以上で諸般の報告を終わります。 

――――――――――――――――――― 

   ◎日程第２ 議案第１１号から 

         議案第２３号まで 

○議長（大原 昇君） 日程第２ 議案第

１１号美幌町債権管理条例の一部を改正す

る条例制定についてから議案第２３号令和

２年度美幌町病院事業会計予算についてま

での１３件を議題といたします。 

 一括議題の質疑に入ります。 

 議案第１１号美幌町債権管理条例の一部

を改正する条例制定について、質疑を許し

ます。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

 これで、議案第１１号の質疑を終わりま

す。 

 議案第１２号美幌町一時預かり事業の実

施に関する条例の一部を改正する条例制定

について、質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

 これで、議案第１２号の質疑を終わりま

す。 

 議案第１３号美幌町放課後児童健全育成

事業の設備及び運営に関する基準を定める

条例の一部を改正する条例制定について、

質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

 これで、議案第１３号の質疑を終わりま

す。 

 議案第１４号美幌町営住宅管理条例の一

部を改正する条例制定について、質疑を許

します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

 これで、議案第１４号の質疑を終わりま

す。 

 議案第１５号美幌町スポーツ施設条例の

一部を改正する条例制定について、質疑を

許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

 これで、議案第１５号の質疑を終わりま
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す。 

 暫時休憩します。 

 再開は、１０時１０分といたします。 

午前１０時０４分 休憩 

――――――――――――――――――― 

午前１０時１０分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

 議案第１６号令和２年度美幌町一般会計

予算についての質疑を許します。 

 担当部局ごと、事項別明細書の款及び項

ごとに進めたいと思います。 

 なお、予算書の第２表、債務負担行為及

び第３表、地方債に対し質疑する場合は、

それに対応する事項別明細書の項の中で質

疑をお願いいたします。 

 まず、歳出から、１款議会費、７８ペー

ジから７９ページまでの質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

 これで、１款議会費を終わります。 

 次に、２款総務費の質疑を行います。 

 なお、２款総務費のうち、３項戸籍住民

基本台帳費は３款民生費の前のところで、

５項統計調査費、２目地籍調査費は８款土

木費の前のところで質疑を行います。 

 １項総務管理費、８０ページから９９ペ

ージまでの質疑を許します。 

 ６番伊藤伸司さん。 

○６番（伊藤伸司君） ８１ページ、秘書

渉外事務、普通旅費３３０万３,０００円、

前町長の出張回数２年分と現町長の出張回

数を道内・道外別で、予算が去年より３,０

００円減の理由をお教えください。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 総務主幹。 

○総務主幹（関 弘法君） 伊藤議員の御

質問に御答弁申し上げます。 

 町長の出張回数でございますが、資料

に、過去２か年分の実績及び本年度の見込

みにつきまして、それぞれ道内、道外、道

内道外混在、合計と整理してございます。 

 道内道外混在につきましては、例えば、

札幌市での公務後に、引き続き東京都での

公務を行うなど、途中経由している場合な

どはこちらで整理をさせていただいており

ます。 

 出張回数でございますが、平成２９年度

及び平成３０年度については、前町長とな

りますが、それぞれ合計回数で２１回と２

３回となってございます。 

 本年度、平成３１年度でございますが、

４月の１か月、前町長における出張回数は

合計で３回、５月から３月までの１１か月

が現町長によるものとなりますが、合計で

２３回という状況となってございます。 

 予算計上額につきましては、町長のほ

か、副町長の普通旅費についても、ここで

計上させていただいてございます。 

 その積算につきましては、それぞれこれ

までの執行状況等を参考とした上で、令和

２年度における用務地、日程などによりま

して積算してございます。 

 基本的に、これまでの実績等を鑑みた中

で必要とする旅費を積算した結果、昨年度

３３０万６,０００円に対して、令和２年度

につきましては３３０万３,０００円として

計上させていただいたところでございま

す。 

 以上、御答弁申し上げました。よろしく

お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 ７番馬場博美さん。 

○７番（馬場博美君） ８３ページの職員

研修事業、特別旅費２５７万円について、

前年度から減額になっている理由をお聞か

せください。 

○議長（大原 昇君） 総務主幹。 

○総務主幹（関 弘法君） 馬場議員の御

質問に御答弁申し上げます。 

 職員の研修特別旅費についてでございま

すが、前年度と比較し約６０万円の減額と
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なっておりますが、その減額理由につきま

しては、二つの研修につきまして、令和２

年度におきましては予算計上を行っていな

いものでございます。 

 一つ目といたしましては、これまでも公

募の上、応募がある場合について計画をし

ております、一般社団法人地域活性化セン

ターが主催いたします全国地域リーダー養

成塾につきまして、令和２年度につきまし

ても公募を行いましたが、応募がなかった

ことから、再度勧奨等も行ったところでは

ありますが、残念ながら応募がなく、令和

２年度においては予算計上をしてございま

せん。 

 この研修につきましては、全国各地の自

治体職員を対象に、東京都へ１年間を通じ

て定期的に７回出向き、それぞれ１週間程

度、行政課題等のテーマを設定の上、研究

調査を行うもので、前年度は１名参加で１

０７万２,０００円を計上しております。ま

ず、この部分につきまして、減額となって

ございます。 

 二つ目でございますが、全国町村会が主

催いたします地域農政未来塾で、これも全

国の自治体職員を対象に、農政分野に特化

した内容で、それぞれの地域課題などにつ

いて研究調査するもので、東京都へ１年間

を通じ、地域リーダー養成塾と同様に定期

的に出向く形で、前年度は１名参加で５６

万３,０００円計上してございましたが、こ

ちらにつきましては、現段階におきまし

て、令和元年度に限定した計画であったこ

とから、減額となっているところでござい

ます。 

 なお、これら以外の他の研修につきまし

ては、新規採用職員研修など、その職員数

に応じた増減はございますが、基本的に例

年同様の予算計上を行っているところでご

ざいます。 

 以上、御答弁申し上げました、よろしく

お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ７番馬場博美さ

ん。 

○７番（馬場博美君） 新規採用職員や中

級職員研修、あるいは、自治大学校、市町

村アカデミーなどの研修については、重要

な研修だと理解しています。 

 これに当たっては、計画的に職員研修を

すべきと思いますけれども、研修実施の計

画書はあるのかどうか、お伺いします。 

○議長（大原 昇君） 総務主幹。 

○総務主幹（関 弘法君） 馬場議員から

お話があったとおり、中長期的な職員研修

の計画等については、必要になってくると

認識しているところでございます。 

 当然ながら、職員研修につきましては、

他の自治体とのつながりなどで刺激を受け

たり、学習をする意思を持つ重要な場と捉

えてございます。 

 職場外に限らず、職場内につきまして

も、積極的に機会を設けることは重要と考

えておりますので、今後におきまして、中

長期的な職員の研修計画などにつきまして

は、しっかりと計画の上、対応していきた

いと考えてございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ７番馬場博美さ

ん。 

○７番（馬場博美君） 了解いたしまし

た。 

 先ほど説明がありました、全国地域リー

ダー養成塾の応募がなかったということ

で、令和２年度については予算計上してい

ないということですけれども、やはりこれ

は、仕事が忙しい中、研修に行けば他の職

員の負担になるといったことも考えられる

と思います。 

 そこで、グループ内で協力し合える体制

をつくるべきだと私は考えます。先ほど総

務主幹から答弁がありましたとおり、計画

を年次的に作成していただいて、次は私が

行くというような前段の準備が必要ではな

いかと思います。 

 ぜひ、そういった体制を、実施計画書を



 

－ 142 － 

つくりながら、職員が協力し合って研修を

すべきだと考えますけれども、いかがでし

ょうか。 

○議長（大原 昇君） 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） ただいま馬場

議員から御指摘いただいたとおり、職員の

研修については大変重要でありますし、今

後の行政運営を考えていくときに、職員一

人一人の資質と能力をしっかり高めていく

ということは大変重要であると認識してお

ります。 

 実は、もう２０年前になりますが、私自

身も、全国地域リーダー養成塾に参加をさ

せていただいた経緯がございます。地域づ

くりに必要な体系的な研修、あるいは、実

践を重視した非常に有意義な研修でありま

したし、他の自治体の職員、全国に同様の

悩みを抱える職員ともつながりを持てたと

いうことで、今、私自身の仕事にもとても

役立っております。 

 多くの職員にこういった研修の機会を与

えていきたいと思いますし、参加意欲のあ

る職員が手を挙げやすい職場環境をしっか

りつくっていくことも重要であろうと考え

ておりますので、先ほど総務主幹から答弁

したとおり、中長期的な研修計画策定に当

たっては、そのような点も十分配慮しなが

ら対応してまいりたいと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 ２番稲垣淳一さん。 

○２番（稲垣淳一君） それでは、総務

費、総務管理費の広報広聴費、通信運搬費

についてお尋ねをいたします。８５ページ

になります。 

 地デジサービスが始まりますが、その広

報サービスの内容についてお尋ねをいたし

ます。 

○議長（大原 昇君） 総務主幹。 

○総務主幹（関 弘法君） 稲垣議員の御

質問に御答弁申し上げます。 

 地デジ広報サービスでございますが、令

和２年度より新たな取組として実施しよう

とするものでございます。 

 その内容でございますが、地上デジタル

放送のデータ放送を利用し、美幌町内の各

御家庭等におけるテレビ画面におきまし

て、美幌町の情報を提供しようとするもの

でございます。 

 この地デジ広報サービスにつきまして

は、現在、このサービス提供のためのシス

テムを唯一構築してございます北海道文化

放送、ＵＨＢと年間の基本契約額５万５,０

００円と月額使用料月々３万３,０００円、

これに掲載期限設定機能として月々１万１,

０００円を追加して、合計で５８万３,００

０円で契約の上、実施をするものでござい

ます。 

 なお、これ以外の設備投資などは必要な

く、町の既存のパソコンから必要な情報を

入力の上、登録したネットワークを通じて

行うものでございます。 

 実際に運用が開始されますと、町で提供

する内容について、それぞれ自宅等のテレ

ビを見ながらＵＨＢにチャンネルを合わせ

ていただき、リモコンのｄボタンを押すと

簡単にアクセスできる形となっております

ことから、これまでネット環境が整備され

ていない方、また、ネットが苦手な方や高

齢者など、誰でも簡単に情報を確認するこ

とが可能になるものと考えてございます。 

 なお、本サービスにかかります町民の皆

様の御負担は一切なく、利用料などといっ

た負担もございません。また、インターネ

ット回線などの接続も必要ございません。 

 今後、町広報紙、町のホームページ等に

よる情報発信と併せまして、この地デジ広

報におきまして、特に、イベントの開催情

報またはスキー場オープンなど天候に左右

される情報、また、広報紙への掲載が時間

的に間に合わなかったもの、あるいは、一

度広報紙に載りましたが変更が生じたもの

といった平常時の利用、そのほかに、臨時
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休校、避難関連情報、町内一斉除雪、ゴミ

収集の中止など、さらに、感染症情報など

につきましても、緊急時の情報伝達手段と

して活用したいとも考えてございます。 

 なお、テレビへの掲載料につきまして

は、タイトルが最大５件まで一覧で表示さ

れます。そのタイトルをリモコンで選びま

すと、画面の下にその内容、本文が表示さ

れるといった仕組みとなってございます。 

 掲載情報につきましては、タイトルで最

大２６文字まで、本文につきましては最大

１８０文字までの情報を掲載できるものと

なってございまして、２４時間３６５日、

いつでも何度でも更新が可能ということに

なってございます。 

 運用開始に当たりましては、町民に広く

その利用方法等も周知した上で実施したい

と考えてございます。 

 以上、御答弁申し上げました。よろしく

お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ２番稲垣淳一さ

ん。 

○２番（稲垣淳一君） これからもいろい

ろと情報発信をするという部分において

は、期待の持てる事業ではあるのかなと理

解いたします。 

 唯一、北海道文化放送だけがこの取組を

しているということですが、そのほかのテ

レビ局も今後こういう取組を考えているの

かどうか、また、掲載された情報というの

は、例えば、何日間、何時間ぐらい掲載さ

れているものなのかをお尋ねいたします。 

○議長（大原 昇君） 総務主幹。 

○総務主幹（関 弘法君） 現在、北海道

文化放送、ＵＨＢだけが唯一このシステム

を構築しているということであります。 

 テレビ放送局は様々あるところではござ

いますが、現在、様々なデータ放送サービ

スをそれぞれのテレビ局は行ってございま

す。それに伴いまして、通信領域に空きが

ないという状況がそれぞれの放送局である

とお伺いしてございます。 

 その中で、今回、ＵＨＢにつきまして

は、各市町村用にデータ領域を調整・確保

をしていただいたという状況でございます

ので、その結果、ＵＨＢのサービス提供が

開始できたということでございます。 

 今後、各放送局においてどうなるかとい

うことにつきましては、いまだ情報は捉え

ておりませんが、ＵＨＢが実施している状

況につきましては、このような状況である

ということでございます。 

 なお、掲載時間、日程等でございます

が、一度掲載したものにつきましては、手

動で消さない限りずっとその表示がされて

いるという状況でございます。 

 ただ、先ほど、月々１万１,０００円で掲

載期限の設定をするオプションを追加した

という御説明をさせていただきましたが、

実際、情報を入力する際に、いつまでとい

う期限を設定することが可能となってござ

いますので、そういった形で掲載期限を定

めるという仕組みとなっておりますので、

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 １２番上杉晃央さん。 

○１２番（上杉晃央君） これはインター

ネット環境がなくてもでき、テレビはどこ

の御家庭にもありますが、問題は、町民の

皆さんにできるだけ多く利用していただく

ためには、こういうサービスが開始される

という周知をどのような方法でするか。一

般的に広報とかを考えているのでしょうけ

れども、より具体的にそういったものをで

きるように、例えば、ワッペンのようなも

のをつくって、テレビに、ＵＨＢだったら

美幌の情報が入るよというようなものも含

めて、工夫をすべきではないかと思います

が、その辺の考え方と道内で何自治体がこ

れを利用しているのか、そういう実情が分

かればお教えください。 

○議長（大原 昇君） 総務主幹。 

○総務主幹（関 弘法君） 上杉議員の御
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質問に御答弁申し上げます。 

 当然ながら、サービス利用開始に当たっ

ては、広く町民の方に周知すべきと認識し

ているところでございます。 

 基本的には広報紙等によって周知をする

べく検討してございますが、広報紙への掲

載の仕方につきましては、写真等を使っ

て、リモコンのここを押すのだよというよ

うに、より分かりやすい形で周知をしよう

というふうに検討してございます。 

 このほか、ホームページや各自治会への

回覧等も含めた中で、広く周知をするべく

検討してございますので、よろしくお願い

いたします。 

 また、現在、このサービスを実施してい

る自治体でございますが、オホーツク管内

ではまだございません。空知管内ではかな

り多くの自治体が使っておりまして、現在

確認できる範囲では、岩見沢市、美唄市、

旭川市、主に市なのですが、合計１１自治

体がこのサービスを利用している状況でご

ざいます。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 １１番岡本美代子さん。 

○１１番（岡本美代子君） ８５ページの

今のところなのですけれども、私もこのや

り方は非常にいいと思います。新聞をとら

ない家は多いですが、テレビはどこの家に

もあります。天気予報など、リモコンを使

っていろいろ調べるというのは、もう高齢

者も慣れているところもあります。 

 この説明の中で、タイトルが最大５件ま

でということですけれども、タイトルを固

定しているけれども、そのタイトルも変え

ることができるのかどうかを一つお聞きし

たいと思います。 

 そして、タイトルをいろいろ取り替える

ときには、また料金がかかるのかどうか。

ちょっと違う話になりますけれども、峠の

雲海の発信からみたら非常に金額も安くで

きるのだなと捉えていますので、最大５件

までの中で何回もタイトルを取り替えるこ

とができるのか、その辺のところを教えて

ください。 

○議長（大原 昇君） 総務主幹。 

○総務主幹（関 弘法君） 岡本議員の御

質問に御答弁申し上げます。 

 今回の地デジ放送サービスでございます

が、まず、ＵＨＢのチャンネルを開いてい

ただくと、ｄボタンを押す、そうすると地

デジデータ放送が開始されるわけですが、

その中で、タイトルなのですが、例えば、

各小中学校の臨時休校というタイトルが出

ます。そのタイトルを押すと、いつどこの

小学校につきましては臨時休校ですという

ことで、つまり、本文に対する題名という

のでしょうか、そういったものがこのタイ

トルを意味してございます。 

 ですので、常時内容を更新していく中で

は、タイトルはいつでも変更は可能という

ことになってございます。また、そのタイ

トルを変更することに対して、別途料金は

かかりません。先ほど御説明申し上げまし

た契約額で全て行われるということでござ

いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １１番岡本美代子

さん。 

○１１番（岡本美代子君） 別にお金はか

からないということで、例えば、今のよう

な状況であれば、各小中学校の臨時休校と

いうことがタイトルになるかもしれません

けれども、平常時はもっと違うタイトルで

住民に呼びかけることもできると思います

ので、聞いてみました。 

 終わります。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 ４番髙橋秀明さん。 

○４番（髙橋秀明君） ８７ページ、町有

財産管理事業、修繕料３８９万３,０００

円、ドライブレコーダーの内訳についてお

知らせください。 
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○議長（大原 昇君） 契約財産主幹。 

○契約財産主幹（大場正規君） ただいま

のドライブレコーダーの内訳についてでご

ざいますが、本体の機器代及び取付け工賃

を含みました額といたしまして、庁用バス

１台分が１４万円、乗用車８台分が３７万

６,０００円で、１台当たり４万７,０００

円の９台分５１万６,０００円を見込んでご

ざいますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（大原 昇君） ４番髙橋秀明さ

ん。 

○４番（髙橋秀明君） ドライブレコーダ

ーに関しては分かりました。 

 それと、全保有車に対してのドライブレ

コーダーの搭載率、ドライブレコーダーは

事故検証のときに強いと思うのですけれど

も、今、ドライブレコーダー、ドライブサ

ポーターでしたか、そういうものの導入を

検討しているかどうか、お知らせ願いま

す。 

○議長（大原 昇君） 契約財産主幹。 

○契約財産主幹（大場正規君） ただいま

の率の部分でございますが、新年度で庁用

バス、乗用車を合わせまして、既存車９台

に設置を予定してございます。そのほか、

通常、職員が公道を運転する車両８０台ほ

どが未設置となりますので、８９台のうち

の９台ですから、およそ１割程度を予定し

ているということになってございます。 

 ドライブレコーダーの仕様でございます

が、一般的な部分でいきますと、通常繰り

返し録画する機能がついておりまして、事

故に対してのサポート云々というのは、自

分で手続などをしていかなければならない

ものであると考えてございます。 

 私も自分の車につけているのですけれど

も、自分は前だけなのですけれども、今回

設置しようとしているのは、前と後ろにも

カメラをつけるというタイプで考えてござ

います。そのほか、特別な機能は有しては

ございません。 

○議長（大原 昇君） ４番髙橋秀明さ

ん。 

○４番（髙橋秀明君） 聞きたかったのは

ドライブサポートです。ドライブレコーダ

ーとは別に、今、ドライブサポートで、ぶ

つかりそうになったら自動的に止まるとい

う装置、そんなに高くなく取付けできるよ

うになっていると思うのですけれども、そ

の辺の検討に入っているのかを聞きたかっ

ただけです。 

○議長（大原 昇君） 契約財産主幹。 

○契約財産主幹（大場正規君） 今のサポ

ートということでございますが、現在、こ

ちらで認識しているのは、ずっと撮り続け

る中で、衝撃などの部分に対しては反応で

きるとか、そういう機能はついているので

すけれども、そういうことではないのでし

ょうか。 

○議長（大原 昇君） 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） 恐らく議員が

おっしゃっているのは、例えば、走行中に

危険があったときに、前方車両とぶつかり

そうな状況を回避するようなシステムのこ

とかと思います。 

 現状においては、そういったものを公用

車に設置していくという計画は持ってござ

いません。 

 先ほど担当主幹が説明したとおり、新年

度に９台設置をしたいということで予算計

上させていただいておりますけれども、公

道を走行する公用車につきましては、まだ

８０台程度ございます。 

 まずは、公用車の運転中の安全確保をし

たいということで、今回９台をお願いする

わけでありますけれども、目的としては、

残念ながら、不幸にして事故が発生した際

の検証記録に使用すること、そして、走行

時において、今話題になっておりますけれ

ども、あおり運転、そういった危険から職

員を守るという視点から、今回、ドライブ

レコーダーの設置を行いたいと考えてござ

います。 
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 なお、まだ８０台程度未設置ということ

になりますので、今後においても、その

時々の予算状況を見ながら、公用車のドラ

イブレコーダーの設置については考えてい

きたいと思ってございますので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ２番稲垣淳一さ

ん。 

○２番（稲垣淳一君） 同じくドライブレ

コーダーの件についてお尋ねいたします。 

 今、いみじくも部長がおっしゃったので

すが、あおり運転の懸念も払拭できるので

はないかという話でありますが、水平画角

を調べてみると、庁用バスモデルのほうが

乗用車モデルよりは広く写るのだなという

気はするのですが、昨今のドライブレコー

ダーというのは、前後はもちろんですが、

左右もきちんと映るタイプのものが主流で

あると思います。 

 私、自分もつけようと思って調べたこと

があるのですが、そこまでのモデルではな

いように見えるのですが、そういうことは

検討しなかったのか、また、車というのは

数年ごとに入れ替えると思うのですが、移

設といいますか、取付けも可能なタイプな

のかということについてお尋ねいたしま

す。 

○議長（大原 昇君） 契約財産主幹。 

○契約財産主幹（大場正規君） ただいま

の稲垣議員の御質問でございますが、水平

画角、恐らく３６０度だとかそういう意味

合いではないかと思うのですけれども、

今、町としまして調べた中の機種で考えて

います。 

 ただ、今後、こういう機種につきまして

は日々進化していきますので、その都度ド

ライブレコーダーの仕様などに注意しなが

ら、できる限りその時点でベストな利用が

できる、後で検証などにも適切に使えるレ

コーダーを検討してまいりたいと考えてご

ざいますので、よろしくお願いします。 

 移設ですけれども、恐らく電源を取ると

ころは幾らでも移設できるのですけれど

も、後ろも前もウインドーガラスにつける

ので、その辺の取り外しがうまくできるか

どうか、どんな方法であれ移設することは

可能だと、そういう機種になっていると考

えてございます。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 １番戸澤義典さん。 

○１番（戸澤義典君） 予算書の８７ペー

ジになります。 

 財産管理費の庁舎改築等事業のうち、役

場旧庁舎解体除却実施設計業務委託料７９

８万６,０００円につきまして、その積算根

拠についてお聞かせください。 

○議長（大原 昇君） 総務主幹。 

○総務主幹（関 弘法君） 戸澤議員の御

質問に御答弁申し上げます。 

 役場旧庁舎に係る解体除却実施設計業務

委託料につきましては、令和３年度に予定

しております役場旧庁舎の解体工事に係る

必要な実施設計の業務委託を行うものでご

ざいます。 

 業務を行う直接人件費、旅費、交通費、

諸経費及び技術経費につきまして、合計７

９８万６,０００円とするものでございま

す。 

 業務の内容についてでございますが、取

壊しに当たり、まず、現在の役場庁舎の図

面につきましては、既存図面があるもの

の、建設以降随時の改修などを行ってお

り、正確な現況図に不足もあるということ

から、現図面で確認ができない箇所などに

つきまして、詳細調査を改めて行い、現況

を確認した上、作成を行う業務ということ

でございます。 

 次に、二つ目としましては、現庁舎の耐

震診断時におきまして、議会棟の外壁仕上

げ材にアスベスト含有が確認されているこ

とから、庁舎棟につきましても再度確認を

行うべく、アスベスト定性定量分析の実施

を行うもので、アスベスト含有の場合につ
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きましては、その含有率を分析の上、取壊

し工事の手法についての内容精査を行う、

そういった業務でございます。 

 三つ目としましては、現在の庁舎につき

ましては、保健福祉総合センター、しゃき

っとプラザと渡り廊下で連結されており、

庁舎取壊し後には、しゃきっとプラザ側の

連結部分の仕上げ等を行うということか

ら、その設計に係る業務でございます。 

 四つ目としましては、取壊し工事の際の

仮設足場のほか、取壊し工事の際には新庁

舎の供用が既に始まっているということか

ら、来庁者等に危険のないよう、その防止

措置などについて内容を精査する業務でご

ざいます。 

 五つ目としましては、これらを踏まえ、

現庁舎における各部材ごとの数量などの積

算について行うとともに、取壊し工事に係

る必要な費用積算などを行う業務というこ

とでございます。 

 最後に、概略工事工程表につきまして、

取壊し工事の時期と一部重なります、新庁

舎の外構工事などとの調整なども含めた作

成を委託するものでございます。 

 次に、業務委託の成果品といたしまし

て、しゃきっとプラザ連結部分の改修図を

含む解体除却工事設計図、そして、積算数

量調書、概略工事工程表、アスベスト分析

報告書、工法検討資料などについて提出を

求めた上で、取壊し工事の際の基本とする

ものでございます。 

 以上、御答弁申し上げました。よろしく

お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） ４点ほど再確認さ

せていただきたいのですが、まず、この業

務期間、１週間なのか１か月なのか、どの

程度必要なのか。 

 それから、これを実施する予定の時期、

いつ頃を予定しているのか。 

 ３点目は委託先、これは入札なのか、委

託先が決まっているのか。 

 ４点目は、諸経費で２９３万２,０００円

計上されていますが、諸経費の主な内容、

これをお聞かせください。 

○議長（大原 昇君） 総務主幹。 

○総務主幹（関 弘法君） 戸澤議員の御

質問に御答弁申し上げます。 

 まず、実施設計委託の期間でございます

が、現在、４か月を予定してございます。 

 続いて、発注の時期ですが、現在のとこ

ろ、７月または８月中の開始を予定してご

ざいます。 

 続いて、委託先でございますが、今回の

委託先につきましては、本年度、外構工事

の実施設計委託を行ってございます。先ほ

ど申し上げたとおり、外構工事とこの取壊

し工事が重複する期間がございますので、

外構工事の実施設計を受託している業者へ

随意契約ということで予定をしておりま

す。外構工事と重なる部分がございますの

で、そういったことで、工事工程等につい

て調整が十分可能であると、そういったこ

とによる契約ということでございます。 

 今回の実施設計の基本的な考え方でござ

いますが、国土交通省によります告示第９

８号というものがございますが、その基準

に基づいた設計ということになってござい

ます。 

 この諸経費の内容でございますが、設計

等の業務を行います建築士事務所、その監

理運営をしていくために必要な人件費、研

究調査費、通信費、消耗品等の費用につい

て計上しているということでございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） 諸経費の内訳で人

件費とありましたけれども、これは直接人

件費とは別に人件費が発生するということ

でしょうか。 

 ちなみに、この人件費の金額が分かれば

教えていただきたい。 
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○議長（大原 昇君） 総務主幹。 

○総務主幹（関 弘法君） 戸澤議員の御

質問に御答弁申し上げます。 

 諸経費の積算の方法、基準等でございま

すが、先ほど申し上げました国交省の告示

第９８号に基づいて定めているということ

でございますが、まず、考え方として、直

接人件費及び……。 

○議長（大原 昇君） ちょっと時間がか

かりそうなので、後から答弁申し上げま

す。 

 ほかに質疑はありませんか。 

 ８番古舘繁夫さん。 

○８番（古舘繁夫君） ８７ページ、庁舎

改築等事業の庁用備品、約１億４,０００万

円、いろいろな椅子やテーブル等々のこと

なのでしょう。この内容について、また、

積算のプロセスについて、このようなこと

で１億４,０００万円になったのだという話

があれば、聞かせてください。 

○議長（大原 昇君） 総務主幹。 

○総務主幹（関 弘法君） 古舘議員の御

質問に御答弁申し上げます。 

 庁用備品につきましては、令和３年５月

に供用開始を行います新庁舎にて使用する

庁用備品をそれぞれ計上してございます。 

 今回、令和２年度中の購入におきまして

は、令和３年２月の竣工後、３月より新庁

舎へ順次搬入、配置を予定してございま

す。 

 金額等の大まかな部分につきましては、

記載のとおりでございます。詳細について

若干御説明を申し上げたいと思いますが、

資料の７ページをお開きいただければと思

います。 

 それぞれ特徴的な部分を中心に概要を説

明させていただきたいと思います。 

 まず、執務室でございますが、個数が一

番多い部分でございます。特徴としまし

て、今回執務室に配置する机につきまして

は、従来の個別机から複数人が使用できる

フリーアドレスデスクを導入いたします。

これは、席が固定化されないため、配置人

数の増減に柔軟に対応することができるほ

か、繁忙期における一時的な配置替えなど

にも柔軟に対応することが可能となりま

す。 

 それに伴いまして、脇机といわれるデス

クの収納棚は、移動式のワゴンタイプを予

定してございます。なお、出納室など個室

になるところにおきましては、少人数のた

め、引き続き１脚ごとの平机を配置するこ

ととしているところでございます。 

 次に、待合室でございますが、１階の窓

口にはカウンターを設置しており、基本的

にはローカウンターとしてございますが、

証明書の発行窓口や座るのが困難な方用

に、一部ハイカウンターとしてございま

す。記載台につきましても、ハイタイプと

ロータイプとしているところでございま

す。 

 また、子供連れの来庁者に配慮いたしま

して、待合スペースには絵本棚を、カウン

ターにはキャスターつきのベビーケージを

配置することとしてございます。 

 次に、会議室等でございますが、会議室

は大きく三つ用意してございます。１階の

会議室におきましては、確定申告や期日前

投票を行うことを想定し、必要な区切りパ

ネルなどを用意しているところでございま

す。 

 続いて、議場等でございますが、議場に

つきましては、議場机を刷新するほか、事

務局や委員室などにおける必要な机や会議

テーブルなどについて整備することとして

ございます。 

 最後に、書庫、備蓄庫などその他につい

てですが、地階の備蓄庫につきましては、

防災資材などを保管する棚を整備し、ま

た、同じく地階に職員のロッカー室を用意

し、私物などを執務室に置かないようにす

るところでございます。 

 以上、総体で１,７７３点でございます

が、まずは抜粋してそれぞれの特徴的な内
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容についてお話をさせていただきました。 

 今回の必要個数等の判断でございます

が、いろいろなカウンター配置等につきま

して、基本的には庁舎の中で、各担当にお

ける庁舎の執務環境の委員会を設置しまし

て、その中で職員間の話し合いを行いまし

た。 

 それを踏まえまして、現在、大丸株式会

社様に執務環境業務委託をしていただいて

おりますが、その中におきまして、現庁舎

の配置図をもとに、新庁舎にいった場合に

必要な数、職員数をもとに配置を検討した

結果、この個数となったという経過でござ

います。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ８番古舘繁夫さ

ん。 

○８番（古舘繁夫君） 今の主幹の話を伺

えば、職員皆さんのニーズを委託先にお話

しているので、物が搬入されてから違うと

か、数が少ないとか多いとか、こんなはず

ではなかったというようなことはないとい

うふうに受け止めたのですが、大丈夫だよ

ということを言っていただければ、首をか

しげることなくお願いしたい。 

 それと、多くの職員の皆さんが職場とし

て使うスペースでありますから、本当にい

ろいろなものが必要だろうと思います。 

 庁用備品が約１億４,０００万円と聞け

ば、そうなのかなと、金額だけが先に走る

と、そんなにかかるのかという疑問も抱い

たりするのですが、分かりやすく丁寧に、

私どもも町民の皆さんにお話をするという

立場でもありますけれども、今日ここでい

ろいろと伺うことで、私どもや町民の皆さ

んが理解を深めてくれるだろうと思いま

す。 

 もう一つお尋ねしたいのは、今まで使っ

ているもの、使えるものは使うというのは

とても大事だと思うのですが、そういうも

のはどれぐらいあるのか、考えているの

か、また、使わないものは、もしかしたら

捨てるということがあるのかないのか、こ

れはこういう考え方で、こういう方法で処

分できるのですよということがあるのかど

うか。 

 以上です。 

○議長（大原 昇君） 総務主幹。 

○総務主幹（関 弘法君） まず、配置個

数等の状況でございますが、配置計画等を

含めまして、各グループにもそれぞれヒア

リング等を行った結果、こういった個数の

決定をしているところでございますので、

大丈夫です。 

 もう一つ、現在使用している物品等につ

いてでございますが、現在ファイリングキ

ャビネットという、書類を入れている３段

の棚がございます。そちらにつきまして

は、当然ながら新庁舎に運び入れるという

ことでございますし、また、応接室等の応

接家具などは、入れ替えたばかりのものも

ございますので、そういった比較的新しい

物品につきましては、当然ながら、そのま

ま継続して使っていくということになって

ございます。 

 また、机等も当然ながら出てくるわけで

ございますが、外局等で使われる、例え

ば、保育園とか、スポーツセンターだと

か、そういったところの机は比較的古い型

になってございますので、そういったとこ

ろに配置をするということを考えてござい

ます。 

 ただ、そうは言いましても、それでもま

だ余る状況にはあろうかと思ってございま

す。現在、リサイクルなども含めまして、

手法につきましては検討をしているところ

でございますので、なるべく費用等も考慮

しながら、引き続き最適な方法を考えてい

きたいと思っております。よろしくお願い

いたします。 

○議長（大原 昇君） ８番古舘繁夫さ

ん。 

○８番（古舘繁夫君） 今日は新年度の予

算審議ということでありますから、あまり
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脱線はしたくありませんけれども、これか

らも大事に使えるということを考えた、例

えば、どこか大きな施設で格安で処分する

とか、いろいろなことを考えていただい

て、いらないから捨てるということがない

ように、ぜひ大事に使えるものは使うとい

う考え方に立っていただきたいと思いま

す。 

 以上です。 

○議長（大原 昇君） 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） 今、古舘議員

から御指摘をいただいた点、私も同感であ

ります。 

 まず、使える物品については最大限活用

していく、そして、活用できない物品につ

いては、当然処分ということになろうかと

思いますが、処分に当たっても、財産価値

があれば、しっかり売却をした中で、少し

でも町の収入に充ててまいりたいと思いま

す。 

 いずれにしても、今回、新庁舎建設とい

うことで、１億４,０００万円の備品購入費

を予算計上させていただいております。備

品については、言うまでもなく町民の皆様

共有の財産になるということでございます

ので、財産取得に当たっては、少しでも安

く取得して、取得した以上は長く丁寧に使

っていくということが大切だと思いますの

で、そこは私たち職員全員が肝に銘じてこ

れから使用してまいりたいと考えてござい

ます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 暫時休憩します。 

 再開は、１１時１５分といたします。 

午前１０時５８分 休憩 

――――――――――――――――――― 

午前１１時１５分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

 令和２年度美幌町一般会計予算について

の質疑を引き続き行います。 

○議長（大原 昇君） 総務主幹。 

○総務主幹（関 弘法君） 先ほど戸澤議

員から御質問がございました、役場旧庁舎

解体除却実施設計業務委託に伴う諸経費の

考え方でございます。先ほど御答弁申し上

げたところでございますが、再度確認いた

しましたので、改めて御答弁申し上げたい

と思います。 

 この諸経費の考え方につきましては、先

ほども申し上げました国土交通省の告示、

設計積算基準に基づきまして、直接人件費

に所定の率、今回であれば１.０、それを乗

じて算出しているという状況でございます

ので、よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 ５番木村利昭さん。 

○５番（木村利昭君） 予算書８９ページ

になります。総務費、総務管理費、企画費

の部分で、事務事業協力報償１,５０５万

円、業務委託料４６２万円、ふるさと納税

返礼品の選定基準と委託業者の選定基準に

ついて教えてください。 

○議長（大原 昇君） 政策主幹。 

○政策主幹（後藤秀人君） ただいまの御

質問に回答いたします。 

 まず、返礼品の選定基準についてです

が、返礼品の選定基準は、平成３１年４月

１日付の総務省告示に基づき進めておりま

して、随時返礼品の取扱い業者からの提案

を受け付けしており、告示内容に照らし合

わせまして、双方協議の上、選定をしてお

ります。 

 総務省告示のうち主な要件としまして

は、地域内において生産されたものである

こと、地域内において返礼品等の原材料の

主要部分が生産されたものであること、地

域内において返礼品等の製造、加工、その

他の工程のうち主要な部分を行うことによ

り、相応の付加価値が生じたものであるこ

となどが示されております。 

 次に、委託業者の選定基準についてです

が、委託業者の選定に当たり、現在、ふる
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さと納税のサイトにつきましては数多くあ

りますが、その中でも認知度が高く、会員

登録者数が多いことを大前提とした上で、

さらに、事務処理コスト等を含めまして総

合的に判断し選定しておりまして、現在

は、ふるさとチョイスとさとふるの２社と

契約を締結しております。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） 他市町村のふるさ

と寄附金の返礼品を拝見させていただく

と、移住体験住宅の利用料とか、そういっ

たサービスを提供するだとか、美幌町で言

いますと、例えば、体験の部分、博物館の

歴史だったり、みどりの村等もあります

が、そういった部分のサービスを提供す

る、こういった返礼品を取り入れる予定は

ございますか、教えてください。 

○議長（大原 昇君） 政策主幹。 

○政策主幹（後藤秀人君） 昨年、体験型

というか、そういったサービスの要望、問

い合わせが１件ございました。 

 それについては、現在さとふると協議を

進めておりまして、町としましては、でき

ればそういったことも進めていきたいとい

う方向で考えておりますので、よろしくお

願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 １２番上杉晃央さん。 

○１２番（上杉晃央君） 同じ費目のとこ

ろで、１７１万８,０００円の手数料です

が、サイトの利用料、クレジット決済、ウ

ェブのシステム利用料等ということで、三

つの項目が書かれていますが、それぞれの

金額がどの程度になって１７１万８,０００

円になるのか、その内訳をお知らせくださ

い。 

○議長（大原 昇君） 政策主幹。 

○政策主幹（後藤秀人君） ふるさと納税

につきましては、令和元年６月の法改正に

よりまして、ふるさと寄附金の指定団体の

要件として、返礼品の調達経費が寄附額の

３割以下、かつ、返礼品の調達経費を含む

募集に要する経費の合計額が寄附額の５割

以下であることが条件として示されており

ます。 

 美幌町では、現在、募集受付業務につき

まして、２社と契約し事業を進めておりま

して、令和２年度の寄附額を４,３００万円

と見込みまして、この寄附額に対する経費

を次のとおり計上しております。 

 まず、事務事業協力報償ですけれども、

こちらは返礼品とその送料として１,５０５

万円、次に、手数料で、こちらはサイト利

用料、クレジット決済手数料、ウェブ出荷

システム利用料などで１７１万８,０００円

となっております。 

 すみません、１点訂正をお願いいたしま

す。８ページに記載しております手数料に

つきましては、１７１万６,０００円が手数

料の金額となっております。 

 次に、募集受付業務委託料ですけれど

も、こちらにつきましては、寄附金の受

付、返礼品の発送管理、寄附者からの問い

合わせ対応などが業務内容で、４６２万円

となっております。 

 そして、返礼品の写真撮影の委託料とし

て６万６,０００円を計上しておりまして、

手数料のサイト利用料、クレジット決済手

数料、ウェブ出荷システム手数料につきま

しては、寄附金額の率で支払っている形に

なります。 

 クレジット手数料につきましては、それ

ぞれ委託業者が違うのですけれども、ふる

さとチョイスは６.５％の手数料が取られま

す。さとふるにつきましては、この手数料

の分も委託料の中に含められて委託契約し

ていますので、さとふるの場合は委託料の

中に含まれているという考え方になりま

す。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり
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ませんか。 

 １１番岡本美代子さん。 

○１１番（岡本美代子君） 今のところな

のですけれども、委託料４６２万円の内容

と内訳と質問したのですけれども、返礼品

の写真一覧をいただきました。この一覧だ

けではなくて、何をどれだけ返したかとい

う数字を知りたいと思います。 

 返礼品の中で、何が人気があって、金額

的にいっぱい返しているとか、人気のない

ものとかいろいろあると思うのですけれど

も、後でもいいですので、金額的な合計を

教えていただきたいと思います。 

 それと、美幌町は違反することもなく、

昔から地道に取り組んでいると思うので

す。ただ、美幌町の関係人口を増やそうと

いうところで、１回ふるさと納税していた

だいた方に返礼品を送って、それで終わり

なのか。それとも、年賀状を出したりと

か、こちらからの働きかけというのです

か、あまり強力な働きかけもどうかと思う

のですけれども、１回いただいた方との関

係を築くようなことをやっているのかどう

か、その辺のところをお聞かせください。 

○議長（大原 昇君） 政策主幹。 

○政策主幹（後藤秀人君） まず、１点目

ですけれども、今、全ての資料は持ち合わ

せていないのですが、令和元年度の２月末

までの順位という部分で述べさせていただ

きますが、１位が男爵イモ、２位がアスパ

ラ、３位がタマネギ・ジャガイモのセッ

ト、４位がタマネギ、５位がメープルシロ

ップセット、６位が甘いトウモロコシ、７

位がジンギスカンセット、８位が北海道ジ

ャガバター、９位がコロッケとグラタンの

詰め合わせ、１０位が美幌でとれた新鮮野

菜全４回の定期便となっております。 

 全て記載したものにつきましては、後ほ

ど資料を提供したいと考えておりますの

で、よろしくお願いします。 

 ２点目の関係人口、リピーターの部分に

つきましては、現在、寄附をしていただい

た方に、お礼の文書は当然のことながら、

アンケートも取っております。 

 アンケートでつながることによって、リ

ピーターを増やしていくという取組を現在

やっておりまして、分析したところにより

ますと、本町につきましては、結構リピー

ターが多いという結果が出ておりますの

で、今後も引き続き、そういったつながり

を持って継続していきたいと考えておりま

す。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 ３番大江道男さん。 

○３番（大江道男君） ８９ページ、ＵＩ

Ｊターン新規就業支援事業補助金１６０万

円について、積算は年間世帯１件、単身者

一人となっておりますが、一定の根拠があ

ると思うので、御説明をいただきたいと思

います。 

 また、制度のＰＲ方法、応募者が仮に増

えた場合の予算上の措置はどうなるのか、

お聞きいたします。 

○議長（大原 昇君） 政策主幹。 

○政策主幹（後藤秀人君） ただいまの御

質問に回答いたします。 

 ＵＩＪターン新規就業支援事業は、北海

道と道内市町村が共同して実施する事業

で、５年以上東京２３区に在住していた

方、または条件不利地域を除く東京圏に在

住し、５年以上東京２３区へ通勤をしてい

た方が美幌町に移住し、北海道のマッチン

グサイトに登録している町内法人に就職し

た方に移住支援金を支給するもので、地方

創生推進交付金を活用した事業となりま

す。 

 事業開始は令和元年度からで、本町で

は、令和２年度から事業に参画したいと考

えて準備を進めているところでございま

す。 

 積算根拠につきましては、令和元年度の

実績が事業開始初年度ということもありま
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して、数件と少ない見込みであることか

ら、制度上の区分であります世帯と単身者

をそれぞれ１件ずつ計上しておりますが、

当該事業の周知が進むことによりまして応

募者が超過した場合につきましては、補正

予算で対応させていただきたいと考えてお

ります。 

 また、制度のＰＲ方法につきましては、

北海道におきましてもホームページ等で周

知をしておりますが、本町といたしまして

も、町ホームページの移住・定住ポータル

サイトへの掲載や東京都で開催されます北

海道移住相談会でのＰＲなど、様々な方法

で周知を図っていきたいと考えておりま

す。 

 以上、御説明いたしました。よろしくお

願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ３番大江道男さ

ん。 

○３番（大江道男君） 既存の制度との関

連をお聞きしたいのですけれども、例え

ば、看護師などを含めて、医療従事者の支

援制度がございます。登録されているかど

うか私は分からないので、そういう方々が

ダブりで支援を受けられるのかどうか、こ

の部分についてお聞きいたします。 

○議長（大原 昇君） 政策主幹。 

○政策主幹（後藤秀人君） ただいまの御

質問ですけれども、この事業につきまして

は、官公庁、第三セクター等でないことと

いう条件が付されております。ですので、

例えば、国保病院につきましては、看護師

は対象外となります。 

 また、条件としましては、個人事業主と

いうよりも法人という条件があります。雇

用保険の適用事業主であることですとか、

一定の条件がありまして、さらに、北海道

のマッチングサイトにその法人が登録して

いないと、この事業が成立しないというこ

とになりますので、ダブることは基本的に

はないと考えております。 

 以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 ４番髙橋秀明さん。 

○４番（髙橋秀明君） ８９ページ、北海

道移住・定住フェア出展負担金１５万３,０

００円、出展内容についての詳細をお知ら

せいただきます。 

○議長（大原 昇君） 政策主幹。 

○政策主幹（後藤秀人君） 移住・定住促

進事業の事業内容ですけれども、こちら

は、移住体験住宅「四季彩美幌」を活用し

たちょっと暮らしの推進を図るとともに、

都市圏で開催されている北海道暮らしフェ

ア等への参加により、本町のＰＲを行い、

移住及び２地域居住の促進を図ることを目

的として実施しております。 

 歳出予算につきましては記載のとおりで

すが、主なものといたしまして、移住体験

住宅の維持管理に係る経費が４３万９,００

０円、移住・定住フェア等の参加旅費とそ

の出店負担金が８３万５,０００円、新年度

新規の内容といたしまして、移住促進ＰＲ

用のパンフレット作成経費が１３万２,００

０円を計上しております。 

 また、移住・定住フェア等の内容につい

てですが、令和２年度は、６月に東京で開

催される移住相談会と１０月に大阪で開催

される移住・定住フェアに出展を予定して

おりまして、出展内容につきましては、会

場に設けられましたブースにおきまして、

来訪者に対し移住に関する相談に応じるほ

か、本町で実施しております移住体験住宅

の周知や暮らしに関する全般的なＰＲを行

っていきます。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ４番髙橋秀明さ

ん。 

○４番（髙橋秀明君） 内容は分かりまし

た。私も東京、千葉でこういうフェアがあ

ると、機会があれば、寄って体験はしてき

ています。各自治体が一生懸命取り組んで

いる様子をうかがって、大変有意義なこと
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と、各町村は頑張っているのだなというの

は体験してきています。 

 その中で、美幌町は、ここだけは絶対と

いうようなＰＲをどのようにしているの

か、具体的な内容をお示しできれば、お知

らせいただきたい。 

 以上です。 

○議長（大原 昇君） 政策主幹。 

○政策主幹（後藤秀人君） ただいまの御

質問でございますが、本町のＰＲをする上

で、まず一番に出てくることというのは、

震災が少ないということです。地震もほと

んど起きないという部分、それと、空港か

ら本当に近い、車で１５分ぐらいで行けま

すということをまずお知らせさせていただ

いております。 

 さらに、北見市、網走市、近隣には大き

な市もあります、非常に生活しやすい町だ

といったことを重点的にＰＲしておりま

す。あと、町が行っている子育て支援です

とか、そういった部分も含めて広くＰＲし

ているところでございます。 

 以上です。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 １０番坂田美栄子さん。 

○１０番（坂田美栄子君） 同じ８９ペー

ジの政策推進事業のうちの、移住定住促進

に係る経費２１２万７,０００円の事業内容

についてお示しください。 

○議長（大原 昇君） 政策主幹。 

○政策主幹（後藤秀人君） 先ほど御説明

でも若干触れた部分でございますが、この

事業につきましては、体験施設でのちょっ

と暮らしを活用していただいて、本町の暮

らし、本町のよさを知っていただくという

ことと、先ほどフェアのお話もいたしまし

たが、フェアに参加して美幌町をＰＲす

る、そういった二つの大きな項目の中で進

めております。 

 歳出予算につきましては、先ほど御説明

したとおりでございますが、移住体験住宅

にかかる経費が４３万９,０００円というこ

とで、歳入を差し引きますと、年間１３万

円ぐらいの一般財源の中でこの事業を進め

ており、より効率よく移住者を増やしてい

きたいということでこの事業を進めており

ます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １０番坂田美栄子

さん。 

○１０番（坂田美栄子君） ちょっと暮ら

し体験ということでは、十分理解している

つもりではございます。ただ、この中に地

域おこし協力隊員の研修費というのが出て

いますが、それとの関係をお知らせいただ

きたいことと、それから、ちょっと暮らし

を体験した後のフォローというか、そうい

う関係で、美幌の移住につながっている状

況があるのかどうか、お聞かせいただきた

いと思います。 

○議長（大原 昇君） 政策主幹。 

○政策主幹（後藤秀人君） １点目ですけ

れども、地域おこし協力隊の研修の部分に

つきましては、今回、政策担当に配置され

ておりまして、移住・定住促進の業務をや

ってもらっているということで、こちらの

事業費の中に組み込まれているということ

です。 

 実際、今、配置されています協力隊員に

つきましては、ちょっと暮らしの施設の維

持管理や美幌町に来られた方の案内などの

業務をやっていただいております。 

 ２点目の、ちょっと暮らしの後のフォロ

ーということですけれども、基本的に特別

なフォローというか、具体的なものはない

のですけれども、一度、美幌町を体験され

た方は、リピーターの申し込みが多い状況

であります。 

 今後、そういったリピーターを含めて、

さらに美幌町のよさを知っていただくよう

な体験メニュー等を考えておりまして、次

年度に向けてそういったことも考えている

ところでございます。 
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 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 ５番木村利昭さん。 

○５番（木村利昭君） 同じく８９ページ

です。 

 政策推進事業４,８４７万６,０００円の

うち、空き家対策事業の新年度の具体的取

組について教えてください。 

○議長（大原 昇君） 政策主幹。 

○政策主幹（後藤秀人君） ただいまの御

質問に回答いたします。 

 本町の空き家対策につきましては、平成

３１年３月に策定しました美幌町空家等対

策計画に基づき推進しており、令和２年度

につきましても、当該計画に基づき、空き

家等の発生抑制、空き家等の利活用、管理

不全な空き家等の解消の項目ごとに着実に

推進していきます。 

 新年度の具体的な内容ですが、まず、空

き家等の発生抑制では、引き続き広報紙や

ホームページを通して、空き家等対策全般

の周知・啓発を行っていきます。さらに、

パンフレットを作成しまして、回覧板等で

周知を行い、空き家等の発生抑制を図って

いきたいと考えております。 

 次に、空き家等の利活用につきまして

は、北海道空き家情報バンクの周知、活用

促進と空き店舗活用事業補助の周知、さら

に、民泊等、観光資源化への検討・推進を

図ってまいりたいと考えております。 

 次に、管理不全な空き家等の解消につき

ましては、空き家等の発生抑制と同様、空

き家等の適正管理について、注意喚起と特

定空き家等の判断基準の策定を進めていき

ます。 

 また、平成２９年度に現地調査をしてか

ら期間が経過していることもありまして、

判定区分のＣ及びＤランクの建物の再現地

調査を実施することとしております。各項

目につきましても、民間関係団体と連携を

図りながら、効率的で効果的な取組を行っ

ていきたいと考えております。 

 以上、御説明申し上げました。よろしく

お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） 今御説明いただき

ました空き家等の発生抑制の部分で、ま

ず、パンフレットの作成ということでござ

います。回覧板で周知するというお話でし

たが、これは空き家を持っている所有者に

直接パンフレットが行って情報が渡らない

と意味がないと思うのですが、回覧板以外

にこのパンフレットをどういうふうに利用

するのか、例えば、所有者を特定して、直

接それが郵送されるとか、直接ポスティン

グされるとか、そこがどうなっているのか

を教えてください。 

 もう一つ、空き家等の利活用の部分で、

北海道空き家情報バンクの活用、空き店舗

活用事業補助の周知とありますが、空き家

情報バンクの登録が美幌町もなされていな

くてなかなか厳しいというお話を伺ってご

ざいましたが、こちらの情報も、やはり所

有者に直接情報が届かなければ、意味がな

いと思うのですが、この辺りの周知の具体

的な方法などを教えていただきたいと思い

ます。 

 そして最後に、民間関係団体との空き家

等対策への連携というお話もありました

が、この辺りはどのような連携を考えてい

るのか教えてください。 

○議長（大原 昇君） 政策主幹。 

○政策主幹（後藤秀人君） １点目のパン

フレットの部分ですけれども、今後増やさ

ないようにするためには、そういった啓蒙

もしていかなければならないということ

で、回覧板等で周知をします。 

 さらに、過去にもこの調査を行った後に

行っているのですが、実際の所有者にパン

フレットを配布している部分もありますの

で、引き続き、同じような方法でやってい

きたいと考えております。 
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 北海道空き家バンクの情報につきまして

も、過去においては、調査後に所有者に周

知を行っておりますので、引き続き、粘り

強く直接送っていきたいと考えておりま

す。 

 それと、民間関係団体との連携につきま

しては、現在、美幌町も入っておりますま

ちづくり協議会、こちらがメインとなると

思うのですが、実際、空き家等を取り扱っ

ているところが不動産会社になると思いま

すので、民間の不動産会社と密に情報を共

有し、連携して取り進めていきたいと考え

ております。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 ２番稲垣淳一さん。 

○２番（稲垣淳一君） 予算書９１ページ

であります。 

 ケンブリッジ交流事業負担金の１０３万

円の過去５年間の人数、訪問地等を含めた

実績と今後の国際交流事業推進の展望につ

いてお尋ねをいたします。 

○議長（大原 昇君） まちづくり主幹。 

○まちづくり主幹（田中三智雄君） ただ

いまのケンブリッジ交流事業負担金につい

て答弁申し上げます。 

 事業内容についてでありますが、高校生

短期交換留学事業といたしまして、ニュー

ジーランドにあります姉妹都市ケンブリッ

ジとの交流促進のため、高校生の語学習得

を中心とした短期交換留学制度に対し支援

しております。 

 内容につきましては、美幌高校からケン

ブリッジ高校へ留学する生徒への授業料の

全額及び旅費の７割を助成しております。 

 今年度の予算につきましては、生徒２

名、３週間分の留学費用に係る町助成分と

して１０１万５,０００円を計上しておりま

して、その積算内訳といたしましては、渡

航費用が３９万３,６６０円、この７割とい

うことで２７万５,０００円、授業料につき

ましては２３万２,０３０円、１人当たりの

合計が５０万７,０３０円、２名分というこ

とで１０１万５,０００円を計上しておりま

す。 

 併せまして、美幌ケンブリッジ交流事業

実行委員会に対しましても、留学事業に係

る経費の負担といたしまして１万５,０００

円を計上しておりまして、合計で１０３万

円となっております。 

 新年度につきましては、交換留学事業の

みの予算計上となっておりますけれども、

このほかに訪問団交流事業があります。訪

問団交流事業につきましては、美幌から訪

問団をケンブリッジに派遣及びケンブリッ

ジからの訪問団を美幌で受け入れする事業

を実施しております。 

 過去５年間では、平成２９年度に訪問団

を受け入れた際に、施設見学や姉妹都市調

印２０周年記念パーティーなどを実施して

おります。過去５年間の派遣人数、費用等

については、次の表のとおりとなっており

ますので、各年度につきましては、表を御

確認願いたいと思います。 

 申し訳ありません。文字の訂正ですけれ

ども、下から３行目「今度の」となってお

りますけれども、「今後の」と訂正をお願

いしたいと思います。 

 今後の事業推進の展望についてでありま

すが、次代を担う人材を育成するために、

高校生短期交換留学事業は継続実施してま

いります。また、友好姉妹都市との交流の

推進に向けて検討を進めてまいりたいと考

えておりますので、よろしくお願いいたし

ます。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ２番稲垣淳一さ

ん。 

○２番（稲垣淳一君） 事業概要につきま

しては理解をしたところでありますけれど

も、もう少しこの事業を活発化させるだと

か、マンネリ化しているからこれはやめて

いくのだというような今後の事業展開、そ
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の辺は書いていませんけれども、外国との

交流というのはいろいろと難しいものがあ

るものですから、もちろん美幌高校の生徒

が行っているというのも理解しています

が、利活用するのは個々人の資質に頼ると

ころが大きい、そういうふうに理解してし

まうのですが、いかがなものでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） ただいまの御質問

でございますけれども、担当からお渡しし

た資料の中においても、今後の交流の推進

に向けてというふうに書かせていただきま

した。 

 今、教育交流ということで、２名の高校

生が行っているという状況です。私も以前

関わった中で、これからもこの関係を積極

的にやるべきだと思っています。 

 なぜこういう時期に国際交流というか、

姉妹提携を維持するかということに対して

疑問を持たれる方もいらっしゃいますけれ

ども、私は、基本的には積極的にやるべき

だと思っています。 

 昔はなかなか行き来が難しくて、交流が

難しかったわけですが、今これだけネット

環境があったり、グローバルに考える必要

があるという中においては、外国にいる親

しい友人との輪を広げるという考えで積極

的にやりたいということと、町自体の地域

益というか、例えば、経済益だけではなく

て、教育とか文化とか、そういうものをし

っかりやっていく必要があると考えていま

す。 

 今回、こういう災害があったときに、災

害というのは、コロナウイルスなどがあっ

たときに、姉妹提携をやっている、例え

ば、ニュースなどで札幌市が中国から物資

をいただいたり、私も昨日、ケンブリッジ

の副知事から、ニュージーランドの状況と

美幌はどうなのかというメールが来まし

て、ニュージーランドは今５名しかかかっ

ていないけれども、美幌は大変なのですよ

ねというメールが来ました。 

 そういうことを考えると、やはり積極的

にやるべきだということに戻るのですけれ

ども、その中で、例えば、相互交流のサイ

クル、ケンブリッジの人たちはある程度寄

附金をもらっていて、ファンドをつくって

いて、いつでも来られる状況なのです。 

 私どもは、行くとなると、行政が予算を

計上して、何か理由がなかったら行かない

ということではなくて、お互いにサイクル

をきちんと決めて交流したらいいのではな

いかと考えています。 

 例えば、私どもは４年で首長が替わりま

す。ケンブリッジのあるニュージーランド

は３年で替わっていって、平成２９年度の

ときにはあちらの市長が来てくれて、昨年

の秋に再選されております。 

 そういうことを考えると、行政が行くサ

イクルをしっかり決めておいたらどうです

かという思いもありますし、あと、ＡＬＴ

については、２人ともニュージーランド出

身ですから、今の教育交流の中でいけば、

例えば、美幌からスポーツ交流でラグビー

などで行くとか、逆に指導者にこちらに来

てもらうということも考えられますし、そ

して、稲垣議員が言った一番のポイント

は、民間交流の輪をしっかり広げなければ

いけないかなと、この辺が世代交代の時期

に来ています。 

 ですから、今すごく親しくしている人た

ちがいなくなったら、この交流はもうなく

なってしまうということを考えると、私も

その中の１人としては、これから若い人た

ちにしっかりつないでいく。 

 そういう形を考えたときに、例えば、毎

年ではなくても何年かごとに、交通費の一

部を支援してあげるとか、そういう政策を

しっかりやる必要があるのではないかと考

えている状況です。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ２番稲垣淳一さ

ん。 

○２番（稲垣淳一君） 町の今後の国際交
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流における考え方を理解いたしましたの

で、より活発化することを希望しておりま

す。 

 以上で終わります。 

○議長（大原 昇君） ４番髙橋秀明さ

ん。 

○４番（髙橋秀明君） 同じく９１ペー

ジ、今、稲垣議員が指摘したところですけ

れども、今の答弁で大体理解しています。

高校生、若い人たちをどんどん送って勉強

をしていただきたい。それは同感でありま

す。 

 その中で、訪問団の接待といいますか、

そういうときに、ケンブリッジの皆さん方

の中に先住民族であるアボリジニの方も来

て、我が国の先住民族であるアイヌの皆さ

んと交流を図ったという過去があると思う

のですけれども、今回、我が国も、アイヌ

新法を制定して、先住民族に敬意を払い、

文化を守るという政策になっております。

そのための予算もつけております。我が町

も、ニュージーランドのケンブリッジ市と

長年交流を図っているという意味において

は、先住民族間の交流を活発にすれば、よ

り交流が図られるのではないかと思うもの

ですから、その辺の考え方を、町長、一言

お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 予算に直接関わる

話でなくて申し訳ないのですけれども、今

言われたことは、平成２９年に、彼らから

言われたリクエストとしては、アイヌの

方々との交流というか、関わりをというこ

とで、札幌から来ていただきました。 

 ニュージーランド自体が、もともとマオ

リ族の方々との関係もありますし、挨拶の

ときには、先住民族の言葉と英語と、必ず

二つの言葉でします。 

 そういうことも考えたときに、今、北海

道にも拠点施設ができますけれども、そう

いう関係をきちんと国も認めた中で、美幌

も考えていかなければいけないというふう

には思っております。 

 その中で、美幌に昔から関わっていただ

いた方とニュージーランドの関係がうまく

できればと思うのですけれども、その辺は

なかなか、そういうお願いをしたときに、

どうしても他の地域に頼ってやらざるを得

ない現状も見ながら、今、美幌にいらっし

ゃる方々との連携をしっかり図った中で、

事業を推進していけるか考えていきたいと

思っております。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 暫時休憩します。 

 再開は、１３時１５分といたします。 

午前１１時１５分 休憩 

――――――――――――――――――― 

午後 １時１５分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

 令和２年度美幌町一般会計予算について

の質疑を引き続き行います。 

 ８０ページから９９ページまでの質疑を

許します。 

 ７番馬場博美さん。 

○７番（馬場博美君） ９１ページ、多目

的バス運行委託料８７９万１,０００円につ

いて、過去２年分の団体別利用実績と内容

及び運行基準についてお尋ねいたします。 

○議長（大原 昇君） まちづくり主幹。 

○まちづくり主幹（田中三智雄君） ただ

いまの質問に対しまして答弁申し上げま

す。 

 平成３１年度と平成３０年度の利用実績

につきましては、別紙資料のとおりとなっ

ております。次の２４ページを御覧いただ

きたいと思います。平成３１年度利用実績

ということで、令和２年２月末現在となっ

ております。 

 住民利用につきましては、老人クラブ、

障がい者団体、遺族会、社会福祉協議会、

社会福祉関係団体、ボランティア団体の使

用となっておりまして、各団体等の利用実
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績につきましては、表を御確認願いたいと

思います。住民利用の合計が２７団体で使

用回数が３４回、距離が５,０５６.５キロ

メートル、利用人数が７６９人となってお

ります。 

 続きまして、事務事業といたしまして、

町の事業で使用している分、あとは小中学

校で使用している部分ということで、各項

目の内訳につきましては、表を御確認願え

ればと思います。事務事業の合計が２１６

回、距離が１万５,８６６.９キロ、利用人

数が７,８７０人となっております。 

 住民利用、事務事業合計で２５０回の使

用、距離が２万９２３.４キロメートル、利

用人数が８,６３９人となっております。 

 続きまして、２５ページを御覧いただき

たいと思います。 

 こちらは、平成３０年度の利用実績とな

っております。住民利用につきまして、各

項目につきましては、表を御確認願いたい

と思います。住民利用の合計が３０団体

で、使用回数が３７回、距離が６,１２６.

３キロメートル、利用人数が８９３人とな

っております。 

 事務事業につきましても、各項目ごとに

つきましては、表を御確認願いたいと思い

ます。事務事業の合計が、使用回数で２０

４回、距離が１万３,５４７.４キロメート

ル、人数が７,３３１人の利用となっており

ます。 

 住民利用、事務事業合計で２４１回の使

用、距離が１万９,６７３.７キロメート

ル、利用人数が８,２２４人となっておりま

す。 

 ２３ページにお戻り願いたいと思いま

す。 

 多目的バスの運行基準についてでありま

すが、町所有の多目的バス１台と混乗スク

ールバス３台、スクールバスの運行を妨げ

ない範囲での使用となりますけれども、計

４台につきまして、予算の範囲内で多目的

な利活用及び住民の交通の確保を図り、福

祉の増進に寄与することを目的として運行

をしております。 

 使用の目的につきましては、美幌町が主

催する会議、研修会等の事業並びに地域住

民による福祉、ボランティアを目的とした

事業、研修等に使用するものとしておりま

す。その内容につきましては、次のとおり

となっております。 

 町が主催する会議及び研修会、小中学校

の授業及びスポーツ大会の本試合、地域住

民における利用団体といたしましては、老

人クラブ、認可外保育園、障がい者団体、

遺族会、社会福祉協議会及び同会が実施す

る事業、保護司会、社会福祉関係団体及び

ボランティア団体、町長が特に必要と認め

た場合ということになっております。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ７番馬場博美さ

ん。 

○７番（馬場博美君） 今の説明でおおむ

ね了解いたしました。 

 そこで、運行基準の中に、３００キロメ

ートルを超える場合において、１キロメー

トル当たり３１５円の負担があると思いま

すけれども、その運行基準が今もあるのか

どうかお尋ねします。 

○議長（大原 昇君） まちづくり主幹。 

○まちづくり主幹（田中三智雄君） ただ

いまの御質問でありますけれども、多目的

バスの使用取扱要領ということで、今おっ

しゃった３００キロメートルを超える場合

の使用について規定しております。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ７番馬場博美さ

ん。 

○７番（馬場博美君） 私も役場にいた時

に担当していたところでありますけれど

も、利用実績の中で、十勝、根室、石狩な

どは３００キロを超えると思います。 

 特に、社会福祉関係団体やボランティア

団体等については、非常に財政負担が厳し

い状況にあるのではないかと思いますけれ
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ども、ある団体では、美幌が３００キロメ

ートル以上で１キロメートル３１５円を負

担しなければならないということで、他町

のバスを利用して経費節減に努めている。

財政負担できないということで、特に、平

成３１年度の補正予算のときに１６０万円

も減額している中で、今後に向けて、この

３００キロメートル以上の１キロメートル

３１５円の負担について、私は、利用促進

の観点から、ある程度の時期になったら撤

廃して進めていかなければならないと考え

ますが、その考え方についてお聞かせくだ

さい。 

○議長（大原 昇君） 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） ただいまお尋

ねの件でありますが、確かに、基準では３

００キロメートルを超えた分につきまして

は運行主体の負担になっているのが現状で

ございます。 

 多目的バスの運行につきましては、多目

的な利活用あるいは住民の皆様の福祉の増

進に寄与するということが目的になってお

りますので、運行の実態をしっかり検証し

た中で、必要があれば見直しも必要なのか

もしれませんが、現状におきましては、従

来のルールに従って、令和２年度において

は運行してまいりたいと考えているところ

でございます。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 ７番馬場博美さん。 

○７番（馬場博美君） 同じく９１ページ

の生活バス路線運行維持費補助金２,１７７

万１,０００円について、バス会社及び路線

ごとの内訳についてお知らせください。 

○議長（大原 昇君） まちづくり主幹。 

○まちづくり主幹（田中三智雄君） ただ

いまの御質問に対します答弁をさせていた

だきます。 

 補助金の内訳につきましては、まず、北

見バスですが、北見－美幌－津別間が３１

１万９,０００円、北見－美幌療育病院間が

３７３万２,０００円、美幌－津別間が２８

５万４,０００円、美幌高校線が１４万６,

０００円、北見バスにつきましては、合計

９８５万１,０００円となっております。 

 阿寒バスにつきましては、美幌循環線１,

０８１万５,０００円、北光ハイヤーにつき

ましては、乗り合いタクシー分１１０万５,

０００円、合計で２,１７７万１,０００円

となっております。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ７番馬場博美さ

ん。 

○７番（馬場博美君） 今、御説明があり

ましたけれども、単独補助路線、美幌－津

別について再確認しますけれども、国、道

の補助の対象にならなかったのか、なぜな

らないのか教えていただきたいと思いま

す。 

○議長（大原 昇君） まちづくり主幹。 

○まちづくり主幹（田中三智雄君） こち

らにつきましては、元相生線が走っており

まして、鉄道に代わるバス転換ということ

で、美幌－津別線が北見バスによって運行

されている状況になっておりまして、これ

につきましては、国、道の補助基準はある

のですけれども、町単独で運行する部分に

ついては国、道の補助金がいただけないと

いうことになっておりますので、そのこと

によって美幌－津別線については補助対象

外ということになっております。 

○議長（大原 昇君） ７番馬場博美さ

ん。 

○７番（馬場博美君） 相生線の後のバス

転換ということで、了解いたしました。 

 それで、網走バスの美幌線が国、道、そ

れから町の補助を受けていたのですけれど

も、昨年１０月に廃止になり、非常に不便

であるという町民からの声があります。 

 そこで、先ほど説明のあった、現在の北

見バス等において、運行についていろいろ

話をされていると思いますけれども、要望

等があるのかどうか教えていただきたいと
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思います。現在、町の補助金を出して運行

しているものについて、町に対する要望等

があるのかどうか教えていただきたいと思

います。 

○議長（大原 昇君） 網走線ではなく

て、全体ですね。 

 まちづくり主幹。 

○まちづくり主幹（田中三智雄君） ただ

いまの御質問の件ですけれども、網走バス

の廃止に関して、確かに、空港には時間の

関係で合う時間帯のバスがなかったのです

が、使っている方はゼロではなかったとい

うことで、廃止になって残念だというお話

は実際聞いております。 

 あとは、北見バスの部分についても、空

港線の関係になるのですけれども、高規格

道路を通って行ってしまうということで、

高野に停留所がありますけれども、そこで

は使いづらいというお話もいただいており

ます。 

 また、町内路線につきましては、ある地

区では、こちらのほうに延長してほしいな

どの要望は聞いております。 

 こういう要望を聞いている中で、町の地

域公共交通のネットワークをどういう方向

に進めていけばよいかということで、現

在、検討している最中ということになって

おります。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 ７番馬場博美さん。 

○７番（馬場博美君） 次に、石北本線利

用促進事業補助金３０万円についてですけ

れども、北海道鉄道利用促進環境整備負担

金との整合性及び具体的な内容についてお

知らせください。 

○議長（大原 昇君） まちづくり主幹。 

○まちづくり主幹（田中三智雄君） ただ

いまの御質問に対しまして答弁申し上げま

す。 

 石北本線利用促進事業補助金の内容であ

りますが、町内で開催されるイベントに石

北本線を利用して参加する方を対象といた

しまして、イベントに出店している屋台等

の利用券及びイベントの当日券の割引券の

配布に対して補助するものであります。 

 １イベントにつきまして１０万円を上限

としております。和牛まつり、夏まつり、

冬まつりを想定した事業となっておりま

す。 

 積算内訳につきましては、利用券、割引

券、１名当たり１,０００円、ＪＲ利用者１

００名分の３回ということで、３０万円を

計上させていただいております。 

 北海道鉄道利用促進環境整備負担金との

整合性についてでありますが、負担金１２

４万円につきましては、北海道と沿線市町

村等が定時性や利便性、快適性の向上など

の利用促進に資する投資的経費に対しまし

て、緊急的かつ臨時的な地域独自の支援と

して負担するものとなっております。こち

らは、ハード整備に対する負担ということ

になっております。 

 一方、今回の補助金につきましては、石

北本線の維持・存続に向けて、さらなる利

用促進を図っていくことが必要であること

から、沿線の各市町村におきましてもそれ

ぞれ取組をしており、本町といたしまして

も、ソフト施策にはなりますが、独自の利

用促進策として実施するものとしておりま

す。 

 以上、御理解のほどお願いしたいと思い

ます。 

○議長（大原 昇君） ７番馬場博美さ

ん。 

○７番（馬場博美君） 昨年９月議会の補

正予算の中でそういった説明もあり、ハー

ド整備については、北海道鉄道利用促進環

境整備負担金、２年間ということで、１２

４万円については理解しているところであ

ります。 

 そのときに私も質問させていただきまし

たけれども、１２４万円のハードについて
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は、非常に厳しい状況の中で負担するとい

うことでありますので、ソフトに係るもの

については、ＪＲが積極的に取り組む必要

があるということであります。 

 現在、美幌も独自にそういったソフトの

対策をやるということですが、令和２年度

に向けて、ＪＲとして具体的に何をやるの

か、そういう情報があれば教えていただき

たいと思います。私は、取組についてはＪ

Ｒがきちんとやるべきではないかと思って

いますので、取組状況があれば教えていた

だきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） まちづくり主幹。 

○まちづくり主幹（田中三智雄君） 北海

道の取組なのですけれども、現在、国への

提言ということで、いろいろな法律関係も

含めた、あとはＪＲに対する実効的な支援

という部分での取組の要請を進めておりま

す。 

 具体的な取組内容については、今御提示

することはできませんけれども、あとは、

石北線の沿線自治体の部分では、ＪＲとと

もにつくりましたアクションプランという

のがありまして、そちらにつきましては、

利用促進等の部分で各自治体が取り組む内

容を計画しているのですけれども、そちら

につきましても現在実行中でありまして、

令和２年度に向けて各取組を進めていくと

いうことになっております。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ７番馬場博美さ

ん。 

○７番（馬場博美君） 御答弁の中で、沿

線の各市町村においてもそれぞれ取組をさ

れているということでありますけれども、

具体的な取組状況をお聞かせいただきたい

ということと、今、提案のありました、和

牛まつり、夏まつり、冬まつりの利用券、

割引券について、どのようにＰＲするの

か、また、本当に利用者数が見込めるのか

ということも含めて、私は、例えば、ＪＲ

でツアーを組んでいただいて、そういった

ものに利用するということがどうなのか、

それらも含めて御答弁をいただきたいと思

います。 

○議長（大原 昇君） 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） ただいま御質

問いただきました沿線の自治体におきまし

ては、例えばですけれども、遠軽町におい

ては、関係団体が集まってシンポジウムを

開催したり、大空町におきましては、今回

御提案をさせていただいておりますけれど

も、町内開催イベントに参加される皆さん

に利用助成券を配布するなど、それぞれの

沿線自治体がそれぞれの考えに基づいて、

様々な取組を進めているところでございま

す。 

 本町におきましては、これまで町単独の

事業を行っていないということもございま

したので、今回御提案を申し上げておりま

すが、町内イベントの活性化も図りたいと

いう趣旨のもとに、今回御提案をさせてい

ただいているところでございます。 

 お祭りですので、夜間開催ですから、帰

る時間帯にちょうど石北線が動いていない

ということもあると思いますので、今後の

話になりますけれども、ＪＲ北海道に、イ

ベント終了時刻に合わせて臨時列車の運行

をお願いするなど、そういったことも考え

てございます。 

 ＪＲ北海道も厳しい環境の中、今、様々

な経営改善に取り組んでいるわけでありま

すけれども、一つの考えとしては、私たち

沿線自治体もしっかり町民の皆様を巻き込

んで、鉄路を将来に向けて維持していくと

いう大きな機運を盛り上げていくことが必

要であろうと考えてございます。 

 今回提案する事業は、とても小さな取組

であろうと思いますけれども、こうした一

つ一つの取組をしっかり積み重ねていくこ

とが、大きな動きになると信じております

ので、今回は何とか予算をお認めいただい

た中で、しっかりと町民の皆様にも周知を

図って、ＪＲの利用促進に結びつけていき
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たいと考えてございますので、どうか御理

解をいただければと思います。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 １番戸澤義典さん。 

○１番（戸澤義典君） 議案書の９３ペー

ジになります。 

 住民活動推進事業のうち集会室維持管理

委託料２９０万５,０００円につきまして、

管理自治会の持ち出しが過多だという意見

も聞いておりますけれども、その状況につ

いて、それから積算根拠についてお聞かせ

ください。 

○議長（大原 昇君） まちづくり主幹。 

○まちづくり主幹（田中三智雄君） ただ

いまの御質問に対しまして答弁申し上げま

す。 

 委託料内訳及び平成３１年度の実績につ

きましては、別添資料のとおりとなってお

ります。次の２９ページを御覧いただきた

いと思います。 

 こちらが令和２年度委託料に係る積算内

訳資料になっております。内容につきまし

ては、各集会室における維持管理経費、光

熱水費、その他、合計につきまして委託料

として支出しております。 

 このページの下のほうになりますけれど

も、維持管理経費につきましては、草刈

り、除雪等、施設敷地内管理に係る経費と

なっております。 

 光熱水費につきましては、電気料、上下

水道料、電話使用料の基本料相当額となっ

ております。 

 その他につきましては、減免使用料相当

額、滅菌器、冬期間トイレ暖房費等、各集

会室の状況に応じて算出される額となって

おります。 

 各集会室における委託料につきまして

は、表を御確認願えればと思います。 

 続きまして、３０ページを御覧いただき

たいと思います。こちらが平成３１年度の

委託料の実績となります。各集会所の委託

料につきましては、表を御確認願えればと

思います。 

 戻りまして、２８ページになります。 

 管理自治会の持ち出しの件についてであ

りますが、管理運営費の負担軽減の要望を

提出している自治会もあります。 

 町といたしましては、指定管理者により

管理をしている集会室の収支状況が厳しい

ことも理解はしておりますので、指定期間

が満了となる令和２年度末までには、維持

管理の在り方について見直しを図っていき

たいと考えておりますので、御理解をお願

いしたいと思います。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） 今、御答弁の中に

ありました要望というのは、どこの集会室

で何件ぐらいから要望があったのかお聞か

せください。 

○議長（大原 昇君） まちづくり主幹。 

○まちづくり主幹（田中三智雄君） こち

らにつきましては、直近では１件で、青稲

会館となっております。 

○議長（大原 昇君） ７番馬場博美さ

ん。 

○７番（馬場博美君） 同じく９３ページ

の集会室維持管理委託料の件ですけれど

も、今、青稲会館１件ということで話があ

りました。 

 どこの集会室も利用者数が大幅に減少し

ていて、本当に指定管理することが難しい

状況になってきていると思いますので、要

望があったところは１件ですけれども、ほ

かの集会室も同じように苦慮しているとこ

ろがあるように伺っています。 

 そこで、全部で２１か所の集会室があり

ますけれども、まず、実態調査をして、先

ほど御答弁がありましたけれども、見直し

を図ってまいりたいということで、１か所

だけではなくて、全部の実態調査をする中

で見直しを進めるべきだと思いますけれど
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も、その考え方をお聞かせいただきたいと

思います。 

○議長（大原 昇君） 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） ただいま御質

問をいただきました集会室につきまして

は、自治会活動の拠点ということで、自治

会の皆様には、日頃から防犯・防災あるい

は高齢者の見守り、環境美化等々、まちづ

くりにお力添えをいただいているところで

ございます。 

 御指摘のとおり、指定管理をいただいて

おります集会室を維持するために、一部の

自治会においては、確かに大きな負担を強

いられているという現状もございます。主

幹が答弁したとおり、私たちも、地域の活

動拠点の集会室の管理が自治会にとって重

荷になるというのは、決して望んではござ

いません。 

 令和２年度において、青稲地区はもとよ

り、次の指定管理に向けまして調査の上、

実態をしっかり把握して、集会室の利用の

在り方も含めてしっかりと検討した中で、

令和３年度予算においては、町の考え方を

お示しできるように準備をしてまいりたい

と思いますので、どうか御理解をいただけ

ればと思います。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 １２番上杉晃央さん。 

○１２番（上杉晃央君） ９５ページで

す。自治会活動運営等補助金４９２万円と

自治会連合会補助金１１０万円、拡充内容

と金額について御説明いただきたいと思い

ます。 

○議長（大原 昇君） まちづくり主幹。 

○まちづくり主幹（田中三智雄君） ただ

いまの御質問に対しまして答弁申し上げま

す。 

 自治会活動運営等補助金につきまして、

４９２万円の予算計上をしております。 

 当該補助金につきましては、単位自治会

の活動に対する補助である自治会活動運営

補助金４２６万２,０００円と、単位自治会

が所有する集会施設１９施設の光熱水道料

に係る補助である施設維持管理補助金６５

万８,０００円がありまして、新年度予算に

つきましては、自治会活動運営補助金の拡

充をし、算出単価の増額をしております。 

 拡充内容につきましては、自治会活動運

営補助金につきまして、改正前が、世帯

割、市街地区が１世帯１９０円、農村地区

が１世帯３４０円、均等割につきまして

は、１自治会２万７,０００円、美富地区に

つきましては１万８００円となっておりま

した。こちらを改正いたしまして、世帯割

が、市街地区・農村地区統一単価というこ

とで、１世帯当たり３４０円、均等割は世

帯数ごとの区分ということに変更いたしま

して、１５０世帯未満が１自治会２万８,０

００円、１５０世帯以上２５０世帯未満が

３万１,０００円、２５０世帯以上が３万

４,０００円と改正しております。 

 改正前の平成３１年度予算では３１７万

２,０００円となっておりまして、これが改

正後、令和２年度では４２６万２,０００円

となっております。 

 自治会連合会補助金につきましては、１

１０万円の予算を計上しております。 

 こちらにつきましては、美幌町自治会連

合会に対する活動経費の補助金であり、新

年度より自治会連合会が加入予定である自

治会活動保険の加入に係る経費を増額して

おります。 

 自治会活動保険は、地域住民が安心して

自治会活動に参加していただくため、自治

会連合会が代表となって加入し、自治会活

動中に起きた事故に対応するための保険で

あります。対象者は町内の全自治会加入世

帯であり、保険の対象となる活動範囲は、

単位自治会で定めている事業計画に記載の

ある活動となっております。 

 補助金の算出方法につきましては、次の

とおりとなっております。 

 従来からの活動に対する補助金が３６万
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円、自治会活動保険加入に係る経費といた

しまして、１世帯当たり１０９円の保険料

掛ける６,７８７世帯分で７４万円の予算計

上ということになっております。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １２番上杉晃央さ

ん。 

○１２番（上杉晃央君） 拡充された内容

をよく理解できました。 

 それで、世帯割、均等割を引き上げるに

当たって、これは行政独自に自主的に判断

されたのか、それとも自治会連合会の要望

を受けてなされたのか、併せて、活動保険

について、新年度から新たに全世帯の保険

料を補塡するということですが、これらも

恐らく連合会からそういう要望があったの

ではないのかと思いますが、その辺の経緯

についてお知らせください。 

○議長（大原 昇君） まちづくり主幹。 

○まちづくり主幹（田中三智雄君） ただ

いまの御質問でありますけれども、議員が

おっしゃるとおり、連合会から、自治会運

営費については加入者も減ってきている状

況で運営が厳しいというお話を聞いており

ましたので、そちらを勘案しまして、今

回、増額改正することといたしました。 

 保険につきましても、今まで各自治会で

は、各行事ごとにスポーツ保険などに加入

したりしていて、なかなか保険料の負担も

ままならないというお話も聞いておりまし

て、今回、事務局で調べた結果、こういう

保険に入れるということが分かりましたの

で、連合会と相談しまして、今回このよう

に、自治会加入者に対して入れる保険分を

増額することでお話しさせていただいてお

ります。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １２番上杉晃央さ

ん。 

○１２番（上杉晃央君） 状況は分かりま

した。 

 私も自治会の役員をしているのですけれ

ども、自治会活動保険というのは、今まで

は行事ごとに入っていたのですが、今回の

１世帯当たり１０９円という保険は、全て

の自治会の行事に対して、自治会に加入し

ている方を登録しておくと全て対象になる

のか、また、町がどこかの保険会社をあっ

せんして一括してやるのか、個別にやって

いたらすごく大変かと思うのですけれど

も、その辺の保険の種類だとか、対応につ

いての考え方をお聞かせください。 

○議長（大原 昇君） まちづくり主幹。 

○まちづくり主幹（田中三智雄君） 保険

の内容ですけれども、各自治会では住民台

帳という名簿をつくっていると思うのです

けれども、自治会にはそういう名簿をつく

っていただきます。 

 そして、対象の事業ですけれども、事業

計画書を必ず各自治会でつくると思うので

すけれども、その事業計画書に載っている

事業において、けがをしたとか、けがをさ

せただとか、そういうものに対して保険が

適用になるということになっております。 

 保険会社につきましては、自治会連合会

で一括して保険会社に入る、保険会社で加

入申請をするということになっておりま

す。 

 以上、よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 ７番馬場博美さん。 

○７番（馬場博美君） 同じく９５ペー

ジ、まちづくり活動奨励事業補助金２００

万円についてでありますが、具体的な内

容、選定方法及び制度のＰＲ方法について

お知らせください。 

○議長（大原 昇君） まちづくり主幹。 

○まちづくり主幹（田中三智雄君） ただ

いまの御質問に対しまして御答弁申し上げ

ます。 

 補助金の内容でありますが、地域課題の

解決や地域の活性化に向けて、町民団体み

ずからが企画・実施する事業に対し、経費
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の一部を補助することとなっております。

地域コミュニティーの活性化、活力ある地

域社会を実現することを目的として実施す

ることとしております。 

 補助率、限度額につきましては、設備投

資に係る事業が対象経費の１０分の５で、

限度額が１００万円、設備投資以外の事業

は、対象経費の１０分の１０で、限度額が

５０万円となっております。 

 補助金額の内訳につきましては、設備投

資に係る事業が１件１００万円、設備投資

以外の事業が２件５０万円で１００万円、

合計２００万円となっております。 

 事業の選定方法につきましては、応募の

あった事業をまちづくり活動奨励事業審査

委員会において審査をし、事業認定の可否

を決定することとしております。 

 制度のＰＲ方法についてでありますが、

広報びほろ及び町ホームページを活用して

おります。しかし、平成３０年度、３１年

度につきましては、事業活用の実績がない

ということになっております。このため、

制度の見直しを進めておりますので、御理

解をお願いしたいと思います。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ７番馬場博美さ

ん。 

○７番（馬場博美君） 今、制度の見直し

を進めているということでございます。こ

れは新年度予算ですから、令和２年度から

見直しをされると思ってございます。 

 平成２４年度からやってきた中で、６件

の申請があって、それぞれ活力のある地域

社会の実現に向けて頑張っているというこ

とで理解をいたします。 

 そこで、二つほど検討をお願いしたいと

思いますけれども、先ほど御説明があった

活動奨励事業の審査委員会のメンバーにつ

いては、役場職員だけで構成されています

けれども、町民の方も参加してはどうかと

いうことが１点、もう１点は、見直しに当

たって、今まで利用された方の御意見と

か、補助を受けられなかった人の意見も参

考にしながら、利用しやすい制度にすべき

と考えますが、その辺を含めて御答弁をお

願いしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） まだ最終的な

見直しの結果についてお示しできる状況で

はないのですけれども、今、馬場議員か

ら、審査委員会については職員以外に民間

からもということでございましたけれど

も、この事業については、いろいろな取組

をされている団体、町民の皆さんが申請さ

れるということになりますので、民間の方

が入った中で審査するというのはなかなか

厳しい面もあるという感じがしておりま

す。 

 そういう中で、今、検討段階ではござい

ますが、これまでは書面審査がメインでご

ざいましたが、まちづくりに対して申請さ

れる皆さんの思いですとか、熱量をしっか

り受けた中で、事業の可否を判断するとい

うのが大切だろうと思いますので、審査委

員会につきましては、申請者の皆さんがプ

レゼンを行うという方式を採用したいとい

う思いがまず１点ございます。 

 もう１点、これは従来から変わっており

ませんが、いわゆるハードについては１０

０万円が限度、ソフトについては５０万円

が限度という枠組みについて変える予定は

ございませんが、例えば、ソフト事業につ

いて考えれば、これまでいろいろな取組が

ございましたが、やはり一番大切なのは、

まちづくりに対する取組が継続していくこ

とだろうと思います。 

 なかなか継続できていないという現状も

ございますので、例えば、ソフト事業につ

いては、従来１年の単年度補助でありまし

たけれども、補助率は若干下げることにな

るかもしれませんが、最大で３年程度、ソ

フト事業をしっかり町が支援すると、その

ことによってまちづくりの取組がしっかり

根づいていくと、そういうことを検討して
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もいいなという思いは持ってございます。 

 その辺はこれから詳細を詰めて、時間も

ございませんけれども、令和２年度から新

しい制度の枠組みの中で、美幌にはいろい

ろな課題や地域の問題もありますので、そ

れを解決したいという町民の皆さんの思い

をしっかり受け止められるような制度にな

ればいいなと、そのように考えてございま

すので、議員からの御提案も含めまして、

しっかり検討してまいりたいと思います。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 １２番上杉晃央さん。 

○１２番（上杉晃央君） ９７ページの防

災対策事業、消耗品費３０６万円、避難所

用の備蓄消耗品の内容と配布先等について

御説明いただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 防災危機管理主

幹。 

○防災危機管理主幹（河端 勲君） 御答

弁申し上げます。 

 避難所の備蓄資材につきましては、美幌

町災害時備蓄計画に基づき、順次整備を図

っているところでございます。 

 平成２５年策定の災害時備蓄計画に基づ

く備蓄品整備につきましては、完了してい

るところでございますが、昨今、多様化す

る自然災害に対応するために、整備が必要

な箇所につきまして検証を行いまして、未

配備の指定避難所への配備を進めたいと考

えているところでございます。 

 また、昨年実施いたしました総合防災訓

練の際に、町民の皆様から御提案をいただ

きました物品について、今回、併せて整備

しようとするものですが、内訳といたしま

して、３４ページを御覧いただきたいので

すけれども、この中で、ＬＥＤランタン、

老眼鏡セットにつきましては、避難所受付

の場所が暗い、また、字を書くときにつら

いといった町民の皆様のお声がありました

ので、今回このような予算を計上させてい

ただいているところでございます。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 ４番髙橋秀明さん。 

○４番（髙橋秀明君） ９７ページ、防災

行政無線デジタル化整備工事２億４,２４５

万９,０００円、事業の詳細と工事内容につ

いてお知らせください。 

○議長（大原 昇君） 防災危機管理主

幹。 

○防災危機管理主幹（河端 勲君） 御答

弁申し上げます。 

 今回の防災行政無線のデジタル化に関し

ましては、平成１７年に電波の不要発射許

容値というものが改正されまして、現在、

本町で使っている無線機が規格外となるこ

とから、令和４年１１月３０日をもって使

用できなくなるということでございます。 

 更新する無線につきましては、現行と同

様の移動系を想定してございます。機器構

成につきましては、統制局、基地局として

役場庁舎に設置、また、基地局として登栄

に設置、移動局として４５局を整備する予

定でございます。 

 また、今回新たに整備する部分といたし

まして、デジタル無線という特性上、直進

性が強く、入り組んだ地形に電波が届きに

くいというものがございます。したがいま

して、現行のアナログ無線で届いていたエ

リアにつきまして、デジタル化をしたこと

によって届かないという事象が起きること

が伝搬調査で分かりました。 

 その不感地域を解消するために、新たに

３か所の中継局を整備するという計画にな

ってございます。 

 なお、整備につきましては、２か年で実

施することといたしまして、初年度は機器

の購入、設置工、調整工、土木工などで、

次年度に更新前機器の撤去を行うというス

ケジュールで行おうとしているところでご

ざいますので、よろしくお願いいたしま

す。 
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○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 １番戸澤義典さん。 

○１番（戸澤義典君） 議案書の９７ペー

ジになります。 

 防災対策事業のうち消耗品費３０６万

円、食料費１万６,０００円、町民参加図上

訓練とお聞きしておりますが、この概要に

ついて、いつ、どこで、対象者はどのよう

に実施をするのかお聞かせください。 

○議長（大原 昇君） 防災危機管理主

幹。 

○防災危機管理主幹（河端 勲君） 御答

弁申し上げます。 

 図上訓練につきましては、３年前から北

海道が作成した避難所運営ゲーム、いわゆ

る「Ｄｏはぐ」と言われているものです

が、それにより避難所受け入れに関するシ

ミュレーションということで行っていると

ころでございます。 

 場所については、しゃきっとプラザの集

団健診ホールで行っておりますけれども、

参加対象につきましては、１０月初旬に自

主防災組織の総合訓練を行っていただいて

おります、そこの地域の方を参加対象とい

たしまして、総合防災訓練前に受け入れの

シミュレーションをやって、併せて防災意

識の向上を図っていただくという趣旨で行

っているところでございます。 

 訓練の形態ですけれども、マンネリ化を

防ぐため、はぐマスターといわれる振興局

の職員と協議をして、受け身の訓練ではな

くて、参加される方が主役となって実際に

動くような、そういった訓練の内容にして

いくように心がけているところですので、

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） いろいろな成果も

あったと思うのですが、特に、今年度実施

した問題点と来年度に向けての反映事項、

２点目として、消耗品の主要な内訳につい

て教えてください。 

○議長（大原 昇君） 防災危機管理主

幹。 

○防災危機管理主幹（河端 勲君） 御答

弁申し上げます。 

 図上訓練に関しての反省事項ということ

でよろしかったでしょうか。 

 これに関しましては、昨年行った形態と

しては、１か所の避難所を想定、そして避

難者役というふうに分けて実施をしまし

た。 

 そうしたときに、どうしても人数的に余

ってしまう人がいらっしゃいましたので、

避難所と想定する箇所数を増やすなどし

て、皆さんが一緒に動くような形で今後は

進めていきたいというふうに考えておりま

す。 

 もう１点の消耗品費についてですが、３

０６万円につきましては防災対策事業総体

の金額でございまして、図上訓練としての

消耗品については１,０００円となってござ

います。中身は、訓練の避難所を模した図

を書く模造紙を購入するためのものとなっ

てございますので、よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） これで、１項総務

管理費を終わります。 

 次に、２項徴税費、９８ページから１０

１ページまでの質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） これで、２項徴税

費を終わります。 

 次に、４項選挙費、１０２ページから１

０３ページまでの質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） これで、４項選挙

費を終わります。 

 次に、６項監査委員費、１０４ページか

ら１０５ページまでの質疑を許します。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） これで、６項監査

委員費を終わります。 

 出席説明員入替えのために、暫時休憩し

ます。 

 再開は、１４時１５分といたします。 

午後 ２時０６分 休憩 

――――――――――――――――――― 

午後 ２時１５分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

 令和２年度美幌町一般会計予算について

の質疑を引き続き行います。 

 次に、２款総務費のうち３項戸籍住民基

本台帳費、１００ページから１０３ページ

までの質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） これで、３項戸籍

住民基本台帳費を終わります。 

 次に、３款民生費、１項社会福祉費、１

０６ページから１１７ページまでの質疑を

許します。 

 ４番髙橋秀明さん。 

○４番（髙橋秀明君） １０７ページ、ピ

ポロアイヌ文化協会補助金３万５,０００

円、補助金の内容と協会の近年の取組実績

についてお知らせいただきます。 

○議長（大原 昇君） 福祉主幹。 

○福祉主幹（影山俊幸君） 御答弁申し上

げます。 

 補助金の内容でございますが、ピポロア

イヌ文化協会の補助金は、補助金交付要綱

により、会議費、旅費、研修費、事務費な

どについて、協会の要望に基づき全額補助

しております。 

 協会の近年の取組実績としましては、式

典への参加やアイヌ文化研修会の開催など

が挙げられます。 

 協会との協議内容につきましては、予算

編成時に当該年度の実施状況及び翌年度の

事業予算内容を確認するほか、翌年度の補

助金交付申請時にも事業計画などを確認し

ております。 

 今後におきましても、協会からの要望に

基づきまして補助対応していくことと考え

ておりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（大原 昇君） ４番髙橋秀明さ

ん。 

○４番（髙橋秀明君） 協会と連絡を取り

ながら予算計上しているということは、今

の答弁で分かりました。 

 金額が３万５,０００円、今、国全体が先

住民族に力を注いでいるとき、北海道もウ

ポポイでしたか、そこに各市町村が協力体

制をとってくれよという要望が来ているの

ですが、地元で協議しているとはいえ、こ

の金額で何ができるのだということなので

す。 

 これからのことを考えるに当たっては、

協会の方々ともっと真剣に取り組んでいた

だきたいという思いがあるものですから、

その辺のことをこれからちゃんと協議して

いくのか、その確認だけをしておきます。 

○議長（大原 昇君） 福祉主幹。 

○福祉主幹（影山俊幸君） ただいまの御

質問ですけれども、議員がおっしゃるよう

に、昨年４月にアイヌ新法が成立しました

が、今後、美幌アイヌ協会についても事業

拡大ということが考えられますので、御相

談がありましたら、その内容によりまし

て、関係部局と連携を図りながら御協力を

させていただきたいと思います。 

 また、美幌アイヌ協会からも直接的な御

要望がありましたら、丁寧にお話を聞かせ

ていただきながら、対応できるものは対応

させていただきたいと考えております。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 ５番木村利昭さん。 

○５番（木村利昭君） 髙橋議員と同じ

く、ピポロアイヌ文化協会について質疑さ

せていただきます。 

 今年度の具体的な活動内容はお分かりで



 

－ 170 － 

しょうか。分かれば教えてください。 

○議長（大原 昇君） 福祉主幹。 

○福祉主幹（影山俊幸君） ただいまの御

質問ですけれども、今年度の事業内容とい

たしましては、先ほど御答弁申し上げたこ

とと重なりますけれども、町内外のイベン

トに参加をされたりですとか、また、文化

講習会を美幌町内でも実施されたりと確認

しております。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） 分かりました。新

年度についても、今のところ同様の活動内

容でしょうか。 

○議長（大原 昇君） 福祉主幹。 

○福祉主幹（影山俊幸君） ただいまの御

質問ですけれども、確認しましたところ、

同じような内容と聞き及んでおります。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 ３番大江道男さん。 

○３番（大江道男君） １０９ページ、介

護従事者資格取得支援事業補助金２１０万

円に関わって、これまでの資格取得状況と

地元就業実績及び新年度の見通しについて

お聞きいたします。 

○議長（大原 昇君） 福祉主幹。 

○福祉主幹（影山俊幸君） 御答弁申し上

げます。 

 平成３０年度の実績としましては、介護

職員初任者研修が５名、介護実務者研修が

２名の計７名の方が、また、平成３１年度

の実績としましては、本年２月末現在で、

介護職員初任者研修が３名、介護実務者研

修が１５名の計１８名の方が申請され、補

助しております。 

 この補助事業につきましては、町内の介

護サービス事業所、障がい福祉サービス事

業所又は医療機関の業務に従事する者を対

象としておりますので、当補助を利用され

た方は、全て地元就業となっております。 

 昨年、町内各事業所への聞き取りを実施

しまして、令和２年度は、介護職員初任者

研修、介護実務者研修を各１０名ずつ予算

計上しております。 

 なお、予算額につきましては、介護職員

初任者研修が上限８万円掛ける１０名、介

護実務者研修が上限１３万円掛ける１０

名、合計で２１０万円となっておりますの

で、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ３番大江道男さ

ん。 

○３番（大江道男君） 介護職員の充足状

況なのですが、従来から、なかなか人材が

得られないということで、苦労されている

状況は聞いているのですが、平成３０年度

７名、３１年度１８名、新年度２０名とい

うことで、徐々に伸びているということは

大変うれしい話ですが、これによって、現

場の充足状況はどの程度充足されていると

見てよろしいのでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 福祉主幹。 

○福祉主幹（影山俊幸君） ただいまの御

質問ですけれども、現場の充足状況につき

まして、今、詳しい数字は手元にございま

せんけれども、昨年１０月末に各事業所に

聞き取りを行い確認させていただいた際に

は、特別養護老人ホームですとか老人保健

施設に確認しましたら、今回のこういった

補助事業制度が、例えば、資格を持ってい

ない方が事業所に就職されまして、実際の

身体介護は難しいですけれども、補助作業

に従事され、その後この補助事業を使いま

して、初任者研修ですとか実務者研修を受

けられて資格を取得するといったことで、

事業所としましては、人材を先に担保し

て、その後から資格を取得して身体介護に

従事させることができるということで、非

常に助かっているというお話を聞いており

ます。 

 そういったこともありまして、今回の補

助金を受けられる補助対象者の方々が増え

ている状況でありまして、充足状況も少し

ずつではあるかもしれませんが、現場の必
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要職員数に近づいていっている状況だと考

えてございます。 

○議長（大原 昇君） １１番岡本美代子

さん。 

○１１番（岡本美代子君） １０９ページ

の美幌町成年後見支援センター業務委託料

１２９万２,０００円について、委託してか

らの実績についてお知らせください。 

○議長（大原 昇君） 福祉主幹。 

○福祉主幹（影山俊幸君） 御答弁申し上

げます。 

 成年後見制度は、認知症高齢者や知的障

がい者等で、判断能力が十分でない方の権

利や財産を守るための制度となってござい

ます。 

 成年後見支援センターは、平成２７年１

０月、社会福祉協議会に設置されておりま

して、本町が委託してからの実績について

は、別紙資料のとおりとなってございま

す。 

 相談実績としましては、過去５年間で合

わせて６０件ございまして、対象となる方

は、高齢者が最も多く４１件、その中で、

家族からの相談が３４件となってございま

す。 

 社会福祉協議会が受任する法人後見受任

実績としましては、新規の受任が過去５年

間で５件、そのうち日常生活での判断能力

を欠いているとされています方への後見が

３件、重要な財産管理が難しいとされる方

への保佐が２件となってございます。 

 家庭裁判所が選任する市民後見人につき

ましては、現在３３名の方が登録されてお

ります。 

 日常的な生活費の管理等を支援する日常

生活自立支援としましては、過去５年間の

契約者数の実績が３７件で、そのうち認知

症高齢者が１３名、知的・精神障がい者が

２４名となってございます。 

 北海道地域福祉生活支援センターに登録

されております生活支援員につきまして

は、現在９名となってございます。 

 研修や講座の開催状況としましては、過

去５年間で、住民向け啓発講座が５回、市

民後見人に対してのフォローアップ研修が

１２回、市民後見人育成講座が８回、出前

講座が１０回となってございます。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １１番岡本美代子

さん。 

○１１番（岡本美代子君） 報道などで

は、後見人制度が財産を失うきっかけにな

ったり、費用が高いということが言われま

す。ここではそういうことはないと思いま

すので、今、認知症も増えていますし、障

がいを持った方の将来ということも含めま

して、非常に重要な役割を担っていくのだ

ろうと感じています。 

 そして、後見人にはなるべく、講座など

を設けているということですけれども、そ

の後見人になる資格のある方というのは、

その登録人数が増えてきているのかどうか

をお知らせください。 

○議長（大原 昇君） 福祉主幹。 

○福祉主幹（影山俊幸君） 市民後見人候

補者登録状況につきましては、お示しの２

の法人後見受任関係の中にあります②の３

３名という人数で、平成２７年は１７名、

２８年度以降は３３名ということで、変わ

らずということでございます。 

 こちらは、社会福祉協議会で登録された

人数となってございますので、よろしくお

願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 １１番岡本美代子さん。 

○１１番（岡本美代子君） １１１ペー

ジ、シルバー人材センター補助金４７９万

３,０００円、補助金の積算根拠についてお

知らせください。 

○議長（大原 昇君） 福祉主幹。 

○福祉主幹（影山俊幸君） 御答弁申し上

げます。 

 美幌町シルバー人材センターへの補助金
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は、美幌町シルバー人材センター補助金交

付要綱に基づきまして、シルバー人材セン

ターの事業運営に必要な経費の一部とし

て、事務局長人件費、事務職員賃金及びゆ

うあいセンターの施設使用料に対して補助

するものでございまして、具体的な積算内

容は、資料の下表のとおりとなってござい

ます。 

 なお、事務局長給与は、美幌町職員給与

に準じておりますので、よろしくお願いい

たします。 

○議長（大原 昇君） １１番岡本美代子

さん。 

○１１番（岡本美代子君） シルバー人材

センターも、高齢化によって、庭木が伸び

放題になったけれども剪定できなくなった

とか、花壇の草取りができなくなったと

か、自衛隊退職者、そして、生涯現役で少

しでも働くということを考えますと、これ

からはもっと重要な役割を担っていくので

はないかと感じています。 

 事務局長の給料とか事務職員の賃金の一

部を補助しているという説明ではありまし

たけれども、例えば、事務局長が途中で退

任されたなどというときには、その給料な

どはどうなっているのでしょうか、お聞か

せください。 

○議長（大原 昇君） 福祉主幹。 

○福祉主幹（影山俊幸君） ただいまの御

質問ですけれども、美幌町シルバー人材セ

ンターの事務局長ですけれども、議員がお

っしゃられるように、昨年７月頃から本年

２月まで不在の期間がございました。 

 この期間、事務職員が、主に事務に携わ

っていらっしゃったということですけれど

も、それに加えまして、１名少ないもので

すから、代替でパート職員を雇ってござい

ます。 

 こちらは、事務局長が不在だった期間の

給料を差し引きまして、また、パート職員

が追加になりましたので、その賃金分を差

し引いた後に本年度末の人件費を精算しま

して、補助金の金額を返還していただくよ

うに考えてございます。 

○議長（大原 昇君） １１番岡本美代子

さん。 

○１１番（岡本美代子君） 事務局長がい

なくなってパートでということですけれど

も、これも１回だけではないと聞いている

のですけれども、こんなことでいいのかな

というふうに思います。 

 返していただくお金は、ざっと計算して

どのぐらいになるのか、最後に質問して終

わります。 

○議長（大原 昇君） 福祉主幹。 

○福祉主幹（影山俊幸君） お答え申し上

げます。 

 こちらの補助金につきましては、国から

もシルバー人材センターは直接補助金を受

けておりまして、はっきりと金額を申し上

げるのは難しいのですけれども、おおよそ

６０万円程度返還していただくことになろ

うということで、今後、シルバー人材セン

ターの事務局と協議させていただきなが

ら、調整させていただきたいと考えており

ます。 

○議長（大原 昇君） ４番髙橋秀明さ

ん。 

○４番（髙橋秀明君） １１１ページ、位

置情報検索機器使用料扶助１７万６,０００

円、それと住宅改修費助成６３万円、事業

の内訳と過去４年間の実績について、よろ

しくお願いします。 

○議長（大原 昇君） 福祉主幹。 

○福祉主幹（影山俊幸君） 御答弁申し上

げます。 

 位置情報検索機器使用料扶助につきまし

ては、６５歳以上の認知症高齢者または４

０歳から６４歳までの若年性認知症の方

で、行方不明になる可能性のある方にＧＰ

Ｓを利用した位置情報検索機器を貸与いた

しまして、行方不明になられましたとき

に、位置情報を検索して早期発見するもの

でございます。 
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 貸し出し費用につきましては、初期登録

費用と月額基本使用料につきましては、前

年所得税が非課税世帯の方は町が負担いた

しまして、課税世帯の方は自己負担となる

制度でございます。そのほかに、バッテリ

ー代と位置情報送信料は利用者の自己負担

で、付属品であります充電器は町が負担い

たします。 

 新規分につきましては、初期登録費用、

月額基本料、付属品代ともに１０台分を、

継続分は月額基本料５台分を計上いたしま

して、合計で１７万６,０００円となってご

ざいます。 

 過去４年間の実績は資料の下記のとおり

でございますが、平成３１年度申請件数は

１件で、利用件数は７人となってございま

す。 

 続きまして、住宅改修費助成につきまし

ては、手すりの取付け及び段差解消などの

住宅改修を行うことにより在宅生活の向上

が図られる６５歳以上で、下肢及び視力等

が不自由で室内等の移動が困難な方、また

は、身体障害者手帳を所持していて、下肢

及び視力等が不自由で室内等の移動が困難

な方に助成を行うものでございます。ただ

し、介護保険法によります住宅改修の給付

の対象となる方は対象外となってございま

す。 

 令和２年度につきましては、７件を見込

んでおりまして、６３万円を計上してござ

います。 

 こちらの積算としましては、１０万円の

工事費に対しまして、自己負担１割で、１

世帯９万円を上限に助成するものでござい

まして、過去４年間の実績は、資料の下記

のとおりでございますけれども、平成３１

年度は１件の交付件数となってございま

す。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ４番髙橋秀明さ

ん。 

○４番（髙橋秀明君） 分かりました。こ

の位置情報は、平成３１年度利用件数７件

で申請件数が１件、累計では、現在１８人

が利用しているという理解でいいのでしょ

うか。 

○議長（大原 昇君） 福祉主幹。 

○福祉主幹（影山俊幸君） 分かりづらく

て恐縮ですけれども、平成３１年度の位置

情報検索機の利用件数７件、７人と、継続

分の月額基本料の台数が５件で、合ってな

いということでございますけれども、平成

３０年度の利用件数９人から、平成３１年

度に入りまして３人の方が解約しましたの

で６人、１人申請がありまして７人、その

後２人解約されましたので５人ということ

で、最大数ということで、累計で７人の利

用件数ということになってございます。現

在の利用件数としましては、継続が５台分

となってございます。 

○議長（大原 昇君） ３番大江道男さ

ん。 

○３番（大江道男君） １１５ページ、腎

臓機能障害者通院交通費助成４１万２,００

０円に関わってお聞きします。 

 地元でも透析ができる状況なのですが、

北見市で透析をしている理由についてお聞

きいたします。 

○議長（大原 昇君） 福祉主幹。 

○福祉主幹（影山俊幸君） ただいまの御

質問にお答えいたします。 

 腎臓機能障害者通院交通費の助成につき

ましては、腎臓機能障がいのある方が人工

透析療法による治療を受けるため、町外の

医療機関への通院に要する交通費の一部を

助成する制度となってございます。 

 お尋ねの対象者が北見市で透析をしてい

る理由についてですが、透析を行う病院に

つきましては、御本人が選択し受診してい

る病院でございますので、それぞれに様々

な理由があるものと推察いたしますが、本

町では、その理由までを把握してはござい

ませんので、御理解いただきますようよろ

しくお願いいたします。 



 

－ 174 － 

○議長（大原 昇君） ３番大江道男さ

ん。 

○３番（大江道男君） 透析を受けておら

れる方から、なかなか苦しいという状況は

聞いていますので、地元での受け入れが十

分ではなくて、やむなく北見市などに行っ

ているという状況があるのであれば、受け

入れ体制を整備せざるを得ないと思うので

すが、受け入れ環境との関係で、北見市に

行かざるを得ないということではないと受

け止めてよろしいでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 民生部長。 

○民生部長（那須清二君） ただいまの御

質問でございますが、現在、２名町外に行

っている方がいらっしゃるということで、

聞くところによりますと、もともと美幌町

民ではなかった方が美幌町に引っ越してこ

られて、今こういった対象になっていると

いうことで、町外にもともと主治医がいら

っしゃったので、今でも引き続きその主治

医にかかりたいという意向によって、今で

も町外を利用しているということで聞いて

おります。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １０番坂田美栄子

さん。 

○１０番（坂田美栄子君） １１５ペー

ジ、地域活動支援センター事業負担金３５

万６,０００円の事業内容を具体的にお知ら

せください。 

○議長（大原 昇君） 福祉主幹。 

○福祉主幹（影山俊幸君） 御答弁申し上

げます。 

 地域活動支援センター事業は、地域生活

支援事業のうちの一つでございまして、障

がいのある人が通い、創作的活動または生

産活動の提供、社会との交流の促進等の便

宜を図るサービスを提供する事業となって

ございます。 

 地域活動支援センター業務の運営につき

ましては、事業所と委託契約を結びまし

て、利用実績に応じた委託料によるもの

と、所在地の包括的な補助金によるものの

二とおりがございます。 

 お尋ねの地域活動支援センター事業負担

金につきましては、美幌町出身の方１名

が、網走市の地域活動支援センターを１年

間利用するに当たりまして、網走市が補助

する費用の一部を負担するものでございま

す。 

 参考までに、地域活動支援センターを利

用しております美幌町民の人数を資料の下

記のとおり記載しておりますので、御参照

いただければと思います。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １０番坂田美栄子

さん。 

○１０番（坂田美栄子君） 活動内容につ

いては十分理解いたしました。 

 その中で、網走市に通われている１名の

方は、今年度だけでなく、継続で利用でき

る可能性は十分あるのですか。その点につ

いてだけお聞かせください。 

○議長（大原 昇君） 福祉主幹。 

○福祉主幹（影山俊幸君） 御質問の現在

網走のほうを利用されている方１名につき

ましては、施設に入所されているというこ

とでございますので、今後も利用が可能な

状況と考えてございます。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） 議案書の１１５ペ

ージになります。 

 障害者自立支援事業の中で、地域生活支

援拠点整備事業負担金２１１万８,０００円

につきまして、事業の概要、療育病院の役

割、北見市との連携要領、他３町との関係

についてお聞かせください。 

○議長（大原 昇君） 福祉主幹。 

○福祉主幹（影山俊幸君） 御答弁申し上

げます。 

 地域生活支援拠点等の整備ということで

ございますけれども、こちらは障がい児者

の重度化、高齢化や親亡き後を見据え、居



 

－ 175 － 

住支援のための機能を整備しまして、障が

い児者の生活を地域全体で支えるサービス

提供体制を構築することでございます。 

 本町におきましては、北見地域定住自立

圏と同じ、北見市を初めとする１市４町、

北見市、訓子府町、置戸町、美幌町、津別

町、こちらの圏域での整備を令和３年３月

までに進める予定でございます。 

 詳細につきましては、資料の別紙に整備

イメージ図を添付してございますので、御

参照いただければと思います。 

 拠点整備に係ります事業の概要としまし

ては、令和２年度は、障がい者就労支援事

業と発達障がい児者支援体制強化事業、令

和３年度は、それに加えまして基幹相談支

援センター運営事業を予定してございま

す。 

 美幌療育病院の役割としましては、イメ

ージ図に記載の第２多機能拠点としまし

て、主に発達障がい児者への支援及び医療

的ケアの必要な障がいのある方への支援に

向けた取組を担っていただく予定でござい

ます。 

 北見市との連携要領及び他の３町との関

係につきましては、北見市内に設置の基幹

相談支援センターにおきまして、１市４町

の社会資源の把握と関係機関のネットワー

ク化を図るとともに、困難ケースの支援な

どによりまして構成市町間の連携を図って

いく考えでございます。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） たしか定住自立圏

構想は、北見市と各町が一対一で協定を結

んでやっていくというものだと思うのです

けれども、これは定住自立圏構想とは全く

別物で、例えば、療育病院に通院している

ほかの市町からでも、美幌町以外の町の方

でも、今後利用できるようになるという認

識でよろしいのでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 福祉主幹。 

○福祉主幹（影山俊幸君） ただいまの御

質問でございますけれども、北見市の定住

自立圏構想と違うというよりも、今回、１

市４町でやっていきましょうという考え方

自体は、北見市の定住自立圏構想の考えに

基づきまして、今回この圏域となった次第

でございます。 

 以前は別の市と相談させていただいた経

過もございますが、北見市の定住自立圏構

想がきっかけとなりまして、美幌町としま

しては、北見市を中心とした圏域のほうに

参加させていただく、生活圏域、教育です

とか医療ですとか、そういった部分での圏

域が同じであるということから、参加をさ

せていただくということで、協議を進めて

ございます。 

 また、美幌町民がほかの町や北見市の施

設を利用する場合のお話ですけれども、障

がい者福祉施設につきましては、そこの施

設ごとに、どういったサービスをどこの圏

域の町民、市民の方に提供できるかという

ことは、当初、北海道で認定する関係もご

ざいまして、一概にここまでの住民の方が

利用できるということは申し上げにくいの

ですけれども、今回の基幹相談支援センタ

ーにつきましては、１市４町で取り組んで

ございますので、こちらで相談させていた

だいて、例えば、困難な方につきまして

は、センターを通しまして施設を紹介して

いただくとか、そういったことは考えられ

るところでございます。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） これで、１項社会

福祉費を終わります。 

 次に、２項児童福祉費、１１６ページか

ら１２５ページまでの質疑を許します。 

 ５番木村利昭さん。 

○５番（木村利昭君） １１７ページで

す。 

 認定こども園施設整備補助金３,７３７万
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９,０００円、そして保育所等整備補助金

５,８２２万５,０００円、認定こども園施

設整備の具体的内容についてお教えくださ

い。 

○議長（大原 昇君） 児童支援主幹。 

○児童支援主幹（小室秀隆君） ただいま

の御質問について答弁申し上げます。 

 令和２年度予算に計上しております認定

こども園施設整備関連補助金につきまして

は、美幌大谷幼稚園が国の交付金制度を利

用して園舎の増築及び大規模改修を予定し

ていることから、国及び道からの補助金の

ほか、町も補助金を交付して支援するもの

でございます。 

 園舎の増築及び大規模改修後は、幼稚園

型認定こども園に移行して運営していくと

いう予定となっております。 

 認定こども園施設整備の具体的内容につ

いてでございますが、まず、事業費等につ

きましては、総事業費が１億２,６４４万

５,０００円となっており、事業費の内訳と

いたしましては、国庫補助金が４,００３万

円、道補助金が２,３９６万４,０００円、

町補助金が３,１６１万円、施設側、大谷幼

稚園でございますが、こちらの負担が３,０

８４万１,０００円となっております。 

 予算計上しております認定こども園施設

整備補助金につきましては、教育部分に対

する補助金となっており、道補助金分が２,

３９６万４,０００円、町補助金分が１,３

４１万５,０００円、合計３,７３７万９,０

００円となっております。 

 また、保育所等整備補助金につきまして

は、保育部分に対する補助金となってお

り、国庫補助金分が４,００３万円、町補助

金分が１,８１９万５,０００円、合計５,８

２２万５,０００円を予算計上しているとこ

ろでございます。 

 次に、施設整備の内容についてでござい

ますが、増築面積が約４３平米で、この中

にはエレベーターホールも含まれておりま

す。また、改修内容といたしましては、厨

房、保育室等の改修を予定しております。 

 次に、工事等の予定スケジュールについ

てでございますが、今年４月に実施設計委

託を発注、その後、６月末頃に工事着工、

竣工を令和３年２月に予定しており、竣工

後、令和３年４月から新園舎により教育・

保育を開始する予定となっております。 

 また、定員数につきましては、現在、１

号認定１０５名でございますが、認定こど

も園移行後は、１号認定が５７名、２号・

３号認定合わせて７５名、合計１３２名を

予定しております。 

 なお、定員数の年齢別内訳につきまして

は、ゼロ歳児が６名、１歳児が１２名、２

歳児が２４名、３歳児３０名、４歳児３０

名、５歳児３０名となっております。 

 以上でございます。よろしくお願いいた

します。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） 説明の中で、定員

数が、現在１０５名、それが改築後１３２

名に２７名増ということ、また、施設に厨

房ができるということで、恐らくこども園

で給食をつくったりするのではないかなと

想像されますが、それに伴って、保育士や

栄養士、あと調理師、この辺りも増員が必

要かと思うのですが、この辺りの充足はど

のような形になっているのか、教えてくだ

さい。 

○議長（大原 昇君） 児童支援主幹。 

○児童支援主幹（小室秀隆君） ただいま

の御質問についてでございますが、我々が

情報を受けている限りでは、何とか保育士

は充足させていきたいということで、まだ

整ってはいないかもしれないですけれど

も、めどは立っているような、何とかやっ

ていきますという話はお伺いしておりま

す。 

 なお、先ほど議員がおっしゃったよう

に、厨房を改修するということで、今は委

託業者に任せているところを、自園調理に



 

－ 177 － 

するとお伺いしております。その部分の調

理師の関係については、大変申し訳ありま

せんが、情報を得ておりませんので、今後

確認させていただきたいと思います。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） これで、３款民生

費を終わります。 

 次に、４款衛生費、１項保健衛生費、１

２６ページから１３５ページまでの質疑を

許します。 

 １２番上杉晃央さん。 

○１２番（上杉晃央君） １２９ページ、

個別予防接種委託料５,０７８万５,０００

円の種別、件数、金額について御説明いた

だきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 健康推進主幹。 

○健康推進主幹（大場圭子君） ただいま

の御質問に御回答申し上げます。 

 委託料の内容につきましては、表のとお

りとなっております。 

 乳幼児予防接種委託料が３,７１７万７,

２８５円、成人期予防接種委託料が１,３６

０万６,８６６円となっております。 

 平成３１年度より、任意予防接種である

ロタウイルスワクチン接種費用の２分の１

を助成しておりましたが、予防接種法の改

正に伴い、令和２年１０月より定期予防接

種となることから、全額町が負担すること

となります。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １２番上杉晃央さ

ん。 

○１２番（上杉晃央君） １０月からロタ

ウイルスの関係が定期接種になって、新年

度から全額町負担ということですけれど

も、昨年度から町の助成をして、接種率と

いうか、きちんと受けられているとは思う

のですけれども、その辺の勧奨状況という

か、受けられていないお子さんがいた場合

の対応などは、どのような方法をとられて

いるのかお聞かせください。 

○議長（大原 昇君） 健康推進主幹。 

○健康推進主幹（大場圭子君） 御回答申

し上げます。 

 ロタウイルスワクチンにつきましては、

平成３１年４月より、任意予防接種であり

ますが、町での助成を開始しております。 

 ３１年度の接種見込み数でありますが、

ロタウイルスワクチンにつきましては２０

４件を見込んでおり、約７０％の接種率と

なっております。 

 ロタウイルスワクチンは、ワクチンの単

価が高く、２分の１でも自己負担が１万５,

０００円程度ということで、定期接種にな

ることで自己負担の軽減ができると考えて

おります。 

 予防接種につきましては、新生児の家庭

訪問のときにそれぞれのお子さんに接種ス

ケジュールをお伝えして、どんなタイミン

グでどういうふうに受けたらいいかという

ことを説明し、未接種の方には、個別勧奨

しながら接種率の向上に努めているところ

でございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 １１番岡本美代子さん。 

○１１番（岡本美代子君） １３１ページ

の産後健診・産後ケア事業委託料２０１万

６,０００円について、事業の内容について

お知らせください。 

○議長（大原 昇君） 健康推進主幹。 

○健康推進主幹（大場圭子君） 御回答申

し上げます。 

 産後健診・産後ケア事業委託料２０１万

６,０００円の事業内容についての御質問で

ありますが、産後健診につきましては、平

成３１年度より、妊婦一般健康診査と同様

に、医療機関に委託して実施する健康診査

として、産後２週間健診及び１か月健診の

費用負担を行うものでございます。 
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 なお、道外に里帰り出産をされ、産後２

週間健診及び１か月健診を受診された方に

つきましては、扶助費にて費用負担を行う

こととし、１０人分を見込んでおります。 

 令和２年度出生見込み数１１０人のうち

１００人を委託料５,０００円として、産後

２週間健診、１か月健診、それぞれ５０万

円を計上しております。 

 産後ケア事業につきましては、退院後の

母子に対しまして、助産師による授乳指導

や身体的・精神的ケアを提供するもので、

通所型と訪問型による支援を行っておりま

す。 

 対象は、産後すぐからお子さんが１歳未

満までとしまして、お１人につき７回まで

費用負担をいたします。平成３１年度２月

末までの実績は、実人数１７件、延べ７２

件となっております。 

 町内通所型は、利用数２０人を見込みま

して、北見市からの交通費も含めまして、

委託料１回１万円で８０万円、町外通所

型、訪問型の利用数１０人を見込みまし

て、２１万６,０００円を見込んでおりま

す。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １１番岡本美代子

さん。 

○１１番（岡本美代子君） 産後健診とい

うのは、自分が出産した病院に行って健診

をするのではないかと思っています。それ

と、産後健診とか産後ケアは、たしか令和

１年から自治体の努力義務になったのでは

ないかと認識しています。 

 今、産後鬱とか産後に体調を崩されるお

母さん方が非常に多くなっています。産後

健診の場合は、道外に里帰り出産された方

にも、扶助費で負担するということで説明

がありました。 

 例えば、道外から地元に里帰り出産して

いる方とか、美幌町で出産した方は美幌町

でこういうケアを受けたりはできるのです

けれども、ほかの町で出産されて、まだ子

供が１歳にならないうちに、調子が悪くて

美幌町の親元に来たという方などは、どの

ようにしたらこういうところにつなげられ

るのかなと思っています。 

 子供・子育てに熱心な町です、子育てに

優しい町ですとするためには、美幌に赤ち

ゃんを連れて帰ってくる人も相当数いると

思うのですけれども、この辺のところはど

のようにしたらいいのか、担当の方のアイ

デアがあればお聞かせいただきたいと思い

ます。 

○議長（大原 昇君） 健康推進主幹。 

○健康推進主幹（大場圭子君） お答えい

たします。 

 美幌町に住民票がある方は、里帰り先で

もサービスが受けられるよう、費用につき

ましては扶助費で対応させていただいた

り、里帰り先での保健師による訪問が受け

られるように引き継ぎですとか、そういう

情報を町民の方にお伝えして、里帰り先で

も安心して子育てができるような支援をし

ているところであります。 

 また、美幌町に住民票がなくて美幌町で

出産される方につきましては、それぞれの

市町村での費用の助成が様々でありますの

で、その方の状況をお聞きしながら、でき

るだけ美幌町で安心して子育てしていただ

けるよう、保健師の訪問は無料でさせてい

ただいていますので、里帰りの方も訪問さ

せていただいたりですとか、乳幼児相談を

利用していただいたりということで、対応

させていただいております。 

 以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １１番岡本美代子

さん。 

○１１番（岡本美代子君） 子供連れで帰

ってきている方などもいますので、そうい

う若いお母さんたちが目につくようなとこ

ろに、例えば、きてらすとか、そういうと

ころに、身体的というより精神的ケアだと

思うのですけれども、専門の方が優しく対

応できるような体制が整っておりますの
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で、やはりおばあちゃんなどがアドバイス

するのとは大分違うと思いますので、町民

の目につくようなところに、広告といった

らおかしいですけれども、周知していただ

きたいというふうに考えています。 

 終わります。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 １番戸澤義典さん。 

○１番（戸澤義典君） 予算書１３１ペー

ジになります。 

 同じく母子保健事業の中で、庁用備品５

２万円、機械器具３９万３,０００円、教育

備品１７６万円の具体的な内容についてお

聞かせください。 

○議長（大原 昇君） 健康推進主幹。 

○健康推進主幹（大場圭子君） 御答弁申

し上げます。 

 子育て世代包括支援センターは、地域の

つながりの希薄化や生活形態の多様化によ

り、子育て世代の孤立感や負担感が高まっ

てきていることから、妊娠期から子育て

期、おおむね１８歳未満の様々なニーズに

対応し、安心して子育てができるよう、切

れ目のない支援を包括的に提供するための

相談窓口です。 

 保健福祉グループ母子保健担当に相談窓

口を設置して、保健師１名が兼務となり、

必要者に支援プランを作成して、子育て支

援センターや保育園などの関係機関との情

報共有、調整、連携を図りながら、妊娠期

から切れ目のない支援が受けられることを

目指してまいります。 

 これまでどこに相談してよいか分からな

かった方にも、相談窓口を設けることで、

相談しやすい体制づくりを図ってまいりま

す。 

 子育てしやすい環境づくりのために、ニ

ーズの高い一時保育の拡大も図っていく予

定で、窓口の開設時期としましては、令和

２年１０月を予定しております。 

 お子様連れでも安心して相談いただける

よう、しゃきっとプラザの１階心電図室及

びプレイルームを相談室としても対応でき

るよう、また、妊娠期からの支援を強化す

るための備品等を購入いたします。 

 庁用備品といたしまして５２万円、内容

としましては、支援プラン等を収納する鍵

つき収納棚、幼児用テーブル、ベビーカ

ー、ベビーベッド等を計上しております。 

 機械器具といたしまして３９万３,０００

円でございます。内容としましては、乳幼

児・幼児用デジタル体重計、幼児用身長計

を計上しております。 

 教育備品としまして１７６万円を計上し

ており、妊婦の配偶者に活用していただく

よう、妊婦シミュレーター、胎児モデルセ

ット、乳幼児用滑り台等を計上しておりま

す。 

 財源につきましては、子ども・子育て支

援交付金が該当となり、開設準備経費とし

まして２１５万８,０００円、運営費としま

して、保健師の人件費分２７４万２,０００

円を歳入として予算計上しております。 

 なお、運営費につきましては、職員給与

費に充当されております。 

 参考資料としまして、美幌町子育て世代

包括支援センター概要と機能についてのイ

メージ図をつけておりますので、御参照い

ただきたいと思います。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 １０番坂田美栄子さん。 

○１０番（坂田美栄子君） 今までになか

った事業ですので、本当に期待したいと思

っています。 

 不安を抱えているお母さんたちがたくさ

んいるということと、最近、非常に残念な

話ですが、障がいを持った子供たちが生ま

れてくる状況が非常に多くて、それで悩ん

でいるお母さんたちもたくさんいると聞い

ております。 

 その中で、令和２年１０月から開始とい
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うことで、すごく期待をしていますが、相

談員が１人ということで、例えば、何人か

が一気に来た場合の対応というのはこれか

らのことなので、状況は分からないのかも

しれないですけれども、そういうときの対

応も必要になってくると思いますので、そ

こら辺のことも十分考えた上で、皆さんが

安心して相談できる窓口にしていただきた

いということを伺いたかったのです。 

 以上です。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 ４番髙橋秀明さん。 

○４番（髙橋秀明君） １３３ページ、花

樹育苗センター管理運営事業５７４万６,０

００円、事業の内訳と過去５年間の実績に

ついてお示しください。 

○議長（大原 昇君） 環境生活主幹。 

○環境生活主幹（渡辺靖行君） 髙橋議員

の御質問にお答えいたします。 

 花樹育苗センターの事業内容は、マリー

ゴールドやサルビアを中心に毎年約８万５,

０００本の花苗を育苗し、各自治会や公共

施設等に花苗の提供をしております。 

 また、老朽化しているビニールハウスの

修繕を行っております。 

 施設も老朽化しており、今後の維持管理

や修繕等が必要でありますので、委託業者

と十分に協議し、連携を図りながら、自治

会等へ必要な本数の花苗の提供に努めてま

いります。 

 過去５年間の花苗の提供の実績でござい

ますが、平成３１年度は８万８,３４８本、

平成３０年度は８万４,３９２本、平成２９

年度は８万４,３６０本、平成２８年度は８

万９３４本、平成２７年度は８万２,７１９

本となっております。 

 花樹育苗センター管理運営事業の５年間

の実績内訳になりますが、平成３１年度

は、消耗品２,０００円、修繕料９万４,０

００円、施設維持管理委託料４９７万４,０

００円、原材料費５万２,０００円の合計で

５１２万２,０００円。 

 平成３０年度、修繕料９万４,０００円、

施設維持管理委託料４６０万２,０００円、

原材料費５万５,０００円の合計で４７５万

１,０００円。 

 平成２９年度、修繕料３１万円、施設維

持管理委託料４２０万８,０００円、原材料

費９万６,０００円の合計で４６１万４,０

００円。 

 平成２８年度、修繕料１０万円、施設維

持管理委託料４００万７,０００円の合計で

４１０万７,０００円。 

 平成２７年度、修繕料１９万３,０００

円、施設維持管理委託料４０１万４,０００

円の合計で４２０万７,０００円となってお

ります。 

 以上、御答弁いたしましたので、よろし

くお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ４番髙橋秀明さ

ん。 

○４番（髙橋秀明君） この項目について

は、毎年しつこく言っているような気がし

ます。この花樹育苗センターは、この町の

花の生産基地の大事な施設だと考えており

ます。 

 私も、委託先からちょくちょく呼ばれま

して、中の施設を見せてもらっております

が、相当年季が入って、よくこれで我慢し

て、文句も言わずやってくれているなとい

う思いがありますので、その辺のことも踏

まえて、こういう大事な施設をみんなで守

っていきたいという思いがあるものですか

ら、その辺の心意気を町長から一言お願い

します。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 毎年、本数的には

前年より多く育てていただいております。 

 当然、町の美化のためにも、それから多

くの住民の方々が関わって花を植えていた

だいているということを考えますと、この

センターをしっかり管理いただけるよう

に、そこに関わる額等についてもきちんと
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配慮して進めていきたいと考えておりま

す。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） これで、１項保健

衛生費を終わります。 

 次に、２項清掃費、１３４ページから１

３７ページまでの質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） これで、４款衛生

費を終わります。 

 出席説明員入替えのために、暫時休憩し

ます。 

 再開は、１５時２５分といたします。 

午後 ３時１６分 休憩 

――――――――――――――――――― 

午後 ３時２５分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

 令和２年度美幌町一般会計予算について

の質疑を引き続き行います。 

 次に、５款労働費、１３８ページから１

３９ページまでの質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

 これで、５款労働費を終わります。 

 次に、６款農林水産業費、１項農業費、

１４０ページから１４９ページまでの質疑

を許します。 

 ６番伊藤伸司さん。 

○６番（伊藤伸司君） １４１ページ、農

業振興事業、特別旅費５８万１,０００円の

視察対象者及び人数について、それと今後

の取組についてお教えください。お願いし

ます。 

○議長（大原 昇君） 農政主幹。 

○農政主幹（佐々木 斉君） ただいまの

農福連携の視察対象者及び人数、今後の取

組についての御質問について御答弁いたし

ます。 

 視察対象者及び人数は、職員２名を予定

しております。 

 農福連携の今後の取組といたしまして

は、農家及び事業所の理解を深めていくこ

と、また、農業者と障がい者をマッチング

する人材の育成を行うなど、本町における

農福連携の実現に向けて調査研究を行うこ

とを考えているところでございます。 

 以上、よろしくお願いしたいと思いま

す。 

○議長（大原 昇君） ２番稲垣淳一さ

ん。 

○２番（稲垣淳一君） 同じ農業振興事

業、特別旅費についての質問であります

が、今後、農福連携の取組を町でも考えて

いくために、職員を派遣して視察をしてく

るということであります。 

 私も以前、農福連携についてはいろいろ

と勉強して、一般質問させていただいた経

緯があるのですが、職員２名というのは具

体的に誰を指すのでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 農政主幹。 

○農政主幹（佐々木 斉君） ただいまの

御質問でございますが、職員２名は、経済

部の職員もしくは経済部と民生部の職員の

組合せ、いずれかで考えているところでご

ざいます。 

○議長（大原 昇君） ２番稲垣淳一さ

ん。 

○２番（稲垣淳一君） 行く場所は熊本県

と鹿児島県ということですが、いろいろと

選定されているとは思いますが、分かる範

囲でどういう部分を見てくるのか、今時点

で明確なものがあればお示しください。 

○議長（大原 昇君） 農政主幹。 

○農政主幹（佐々木 斉君） 今回視察に

行くに当たりまして、熊本県及び鹿児島県

ということで予定させていただいた背景に

は、昨年実施いたしました農福連携推進の

シンポジウム及び勉強会、これが美幌町で

開催されたことが、農福連携に目を向けて

いく一つの流れになっているというもので
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ございます。 

 その中で一つありましたのが、障がい者

の障がい特性を踏まえた作業の現状、それ

から、先ほども言いました農業者と障がい

者をマッチングする人材の育成など、それ

ぞれの取組の事例、講師の方がいろいろな

都道府県の例を挙げてお話されたものです

から、それを本町の農福連携の実現に向け

て、どういう形で生かしていけるのかとい

うことで、調査研究を実施するものでござ

います。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 ９番藤原公一さん。 

○９番（藤原公一君） １４５ページ、産

地パワーアップ事業補助金２億３６７万６,

０００円。 

 私からは、導入機器による労働生産性の

向上率の見込みについてお伺いしたいと思

います。 

○議長（大原 昇君） 農政主幹。 

○農政主幹（佐々木 斉君） ただいま御

質問いただきました産地パワーアップ事業

の労働生産性の向上率の見込みでございま

す。 

 産地パワーアップ事業を申請する場合、

成果目標を定めて事業計画書を提出するこ

とになりますが、産地パワーアップ事業の

申請におきましては、美幌町ＩＣＴ推進協

議会が作成した事業計画書、これを確認し

た中では、機器の導入前と機器の導入後の

比較におきまして、販売収入を労働時間で

除した割合が１０％以上アップすると、労

働生産性が１０％以上アップするという成

果目標としているところであり、この事業

計画書が承認されて、昨年から２か年事業

として事業を推進しているところでござい

ます。 

○議長（大原 昇君） ９番藤原公一さ

ん。 

○９番（藤原公一君） 導入機器について

お伺いしたいと思います。 

 導入機器、例えば、ガイダンスシステム

９０台とか、ブロードキャスター４６台、

スプレーヤ２台、ドローン１台とあります

けれども、これを生産する会社は、何社見

積もりしたのかを教えていただければと思

うのですけれども。 

○議長（大原 昇君） 農政主幹。 

○農政主幹（佐々木 斉君） 導入機器に

ついてですが、今回の補助事業の実施主体

は、美幌町ＩＣＴ推進協議会という組織で

ありまして、こちらは農家１３０名によっ

て組織されている協議会になります。 

 この１３０名の方が、自分たちの小麦の

生産における必要な機器を、それぞれの方

が業者と性能などをいろいろ確かめた上で

見積もりをして、それを導入するという内

容になっていますので、御理解いただけれ

ばと思います。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 ３番大江道男さん。 

○３番（大江道男君） 今の件に関連して

お聞きします。 

 補助率は見えているのですが、残りは全

額自己負担ということではないだろうと思

うのですが、補助残のうち融資があるので

はないかと思うのですが、その辺はいかが

でしょうか。 

○議長（大原 昇君） 農政主幹。 

○農政主幹（佐々木 斉君） ただいまの

御質問でございます。 

 議員がおっしゃるとおり、今回の補助事

業は、消費税を除く総事業費の半分が産地

パワーアップ事業として補助金が出まし

て、その残りについては自己負担となりま

す。 

 自己負担の中には、融資を受けられて機

器を導入される方もおられるとお聞きして

いるところでございます。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 ３番大江道男さん。 
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○３番（大江道男君） １４５ページ、農

業担い手対策協議会負担金に関わって、配

偶者の対策を求めておられる方の登録数及

び過去５年間の成婚状況についてお伺いい

たします。 

○議長（大原 昇君） みらい農業センタ

ー主幹。 

○みらい農業センター主幹（午来 博君） 

 ただいまの御質問にお答え申し上げま

す。 

 美幌町農業担い手対策協議会結婚相談員

会において、各地区の農業後継者より配偶

者対策事業への参加希望を確認し登録して

おり、詳細は資料①のとおりとなっており

ます。 

 また、過去５年間の婚活関連事業の開催

実績及び成婚人数の詳細は、資料②のとお

りとなっておりますので、よろしくお願い

いたします。 

○議長（大原 昇君） ３番大江道男さ

ん。 

○３番（大江道男君） 私は、しばらくこ

の分野についてチェックをしていなかった

のですが、農業後継者における配偶者を希

望する方々の総数が２６人程度ということ

で、ひところは１００人ぐらいおられたと

思っているのですが、大きく減っている状

況及びこの５年間、多い年で２人、最近で

は１人程度という状況を見ておりますが、

これは希望していないという状況なのか、

あるいは、離農が進んで、なかなか配偶者

が得られない方々が農業から離れていって

いるということを意味するのか、その辺の

背景についてさらにお聞きしたいと思いま

す。 

○議長（大原 昇君） みらい農業センタ

ー主幹。 

○みらい農業センター主幹（午来 博君） 

 ただいまの御質問にお答え申し上げま

す。 

 １点目の配偶者を希望される農家の人数

でございますけれども、当担い手対策協議

会結婚相談員会が確認している独身農業青

年は７５名いらっしゃいます。このうち２

６名が希望されるということでありますの

で、御理解のほどよろしくお願いいたしま

す 

 また、成婚実績につきまして、資料にご

ざいますのは、当担い手対策協議会の開催

事業での成婚実績でございまして、ＪＡに

確認させていただいたところ、地域全体で

の農業青年の成婚実績といたしましては、

この５年間で１８名という実績となってお

ります。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 １２番上杉晃央さん。 

○１２番（上杉晃央君） １４９ページの

みどりの村維持管理事業、修繕料２９６万

９,０００円の修繕及び金額の内容について

御説明いただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 農政主幹。 

○農政主幹（佐々木 斉君） 御質問いた

だきましたみどりの村維持管理事業、修繕

料の修繕内容と金額について御説明させて

いただきます。 

 みどりの村維持管理事業の修繕は、３か

所実施する予定でございます。 

 １か所目は、グリーンビレッジ農産加工

室排煙装置の修繕でございます。農産加工

室にございます１４か所の排煙窓の開閉に

動作不良が生じており、修繕を行うもので

ございます。金額は８４万６,０００円でご

ざいます。 

 ２か所目は、グリーンビレッジ塔屋排煙

窓の修繕でございます。グリーンビレッジ

の塔屋の排煙窓１か所に動作不良が生じて

いるため、修繕を行うものでございます。

金額は３３万円でございます。 

 この排煙設備に関する修繕ですが、建築

基準法の検査により是正の指摘を受け、実

施しようとするものでございます。 

 ３か所目は、二連式丸太階段の修繕でご
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ざいます。森林公園キャンプ場管理棟の奥

からジャンボ滑り台方向に通じる階段の修

繕を行うものでございます。 

 資料を用意しておりますので、資料を御

覧いただければと思います。Ａ４横長の航

空写真の右側の方向がグリーンビレッジ、

博物館の方向になります。森林公園キャン

プ場の管理棟の奥、資料の赤い線で示され

ているところが二連式の丸太階段を修繕す

るところでございます。金額は１７９万３,

０００円でございます。 

 以上、御説明いたしました。よろしくお

願いしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） １２番上杉晃央さ

ん。 

○１２番（上杉晃央君） 事業内容、金額

は分かりました。 

 この①、②は、建築基準法の検査により

是正指摘を受けたということで、これを受

けたということは、こういう指導検査に町

の建築指導が定期的に入っているのか、そ

の周期などはどういう状況になっているの

かをお聞かせください。 

○議長（大原 昇君） 農政主幹。 

○農政主幹（佐々木 斉君） ただいまの

御質問でございます。 

 議員がおっしゃるとおり定期的に検査が

ありまして、実施した検査におきまして、

開閉窓ですから、スムーズに開かないとこ

ろがあったりして、是正の指摘を受けたも

のでございます。 

 検査の周期については、確認させてくだ

さい。 

○議長（大原 昇君） ７番馬場博美さ

ん。 

○７番（馬場博美君） 同じページ、みど

りの村維持管理事業、修繕料２９６万９,０

００円についてです。 

 修繕内容については、今御説明があった

とおり理解しましたけれども、今回、ジャ

ンボ滑り台方向に通じる階段について修繕

するということですけれども、何年か前、

私はみどりの村全体を回らせていただきま

した。 

 その中では、階段の補修をしなければな

らないところなど、私自身も感じたところ

でありますけれども、そういったみどりの

村全体の実態調査、実施状況を調査して、

年次的な修繕計画を立てて整備するべきで

はないかと思います。 

 今回については、緊急を要するというこ

とで上がっていたのかもしれませんけれど

も、さらに調査をしてやったほうがいいの

ではないかということを御提案申し上げた

いと思います。 

 私も現場を歩いて、利用者がけがをした

場合、大変な状況になるということもあり

ましたので、当然現地調査をやられている

と思いますけれども、そういった年次的な

修繕計画を立てて実施すべきと考えます

が、その点について御説明をお願いしたい

と思います。 

○議長（大原 昇君） 農政主幹。 

○農政主幹（佐々木 斉君） ただいまの

御質問でございます。議員がおっしゃると

おり、みどりの村の森林公園の階段につき

ましては、雨で流されたりして傷みがある

ものがございまして、これまでも公社の職

員がいろいろな形で直して対応してまいり

ました。 

 ただ、今回の箇所のように、木が朽ちて

しまって対応できないものにつきまして

は、業者の施工を考えております。 

 今後も点検して、公社職員が対応できな

いものにつきましては、業者による修繕な

どを考えていきたいと思いますので、御理

解のほどよろしくお願いしたいと思いま

す。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 ７番馬場博美さん。 

○７番（馬場博美君） １４９ページのみ

どりの村公益事業負担金１８７万９,０００

円、具体的な内容についてお知らせくださ
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い。 

○議長（大原 昇君） 農政主幹。 

○農政主幹（佐々木 斉君） みどりの村

管理費の公益事業負担金の内容について御

説明いたします。 

 こちらはみどりの村が実施する事業でご

ざいまして、町で一部負担金を支出してい

るものでございます。 

 事業は大きく三つございまして、一つ

は、四季のイベント事業といたしまして、

総事業費が１０５万３,０００円、入場料や

受講料などの収入を差し引いた９１万７,０

００円が公益事業負担分として支出するも

のでございます。 

 主な内容でございますが、雪の遊び広

場、こどもの日のイベント、樹木のライト

アップ、イルミネーション、シーズンコン

サートなどがございます。 

 次に、ふれあいまつり事業といたしまし

て、総事業費６１万７,０００円、公益事業

の負担分は６０万７,０００円でございま

す。主な事業は、みどりの村ふれあいまつ

りの開催でございます。 

 三つ目が、講習会開催事業といたしまし

て、総事業費が６９万９,０００円、公益事

業負担分は３５万５,０００円。主な事業と

いたしまして、お菓子づくり講習会、パン

づくり講習会、木工作講習会、おいしい講

習会などがございます。 

 以上、御説明いたしました、よろしくお

願いしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） ７番馬場博美さ

ん。 

○７番（馬場博美君） 今、御説明ありま

したけれども、昨年の予算の事項別明細書

にはなかったと思われます。その中で、今

回の①から③の事業について、この公益事

業負担割合が、どういう割合に応じて負担

しているのか、御説明をお願いしたいと思

います。 

○議長（大原 昇君） 農政主幹。 

○農政主幹（佐々木 斉君） ただいま御

質問がありました、去年まではなかったと

いうお話でございますが、平成２７年度以

降、昨年度までは、みどりの村振興公社の

決算に応じて生じた余剰金を活用して実施

してきたものでございます。 

 この公益事業につきましては、みどりの

村振興公社の定款第３条の中に、目的とし

て、「自然環境を活用し、地域住民や都市

生活者に体験学習や野外活動の普及・推進

を図り、もって、都市と農村の交流を深

め、地域の農林業振興と農家経済の安定・

向上に寄与するとともに、地域住民の余暇

の有効活用と保健・休養により健康増進並

びに福祉・文化の向上を図ることを目的と

する」とありまして、それを達成するため

の事業といたしまして、第４条で、一つ目

が、農林業の振興に関する事業、二つ目

が、観光資源の開発利用に関する事業、三

つ目が、野外活動及びスポーツ振興に関す

る事業、四つ目が、都市と農村の交流に関

する事業、五つ目が、都市と文化、産業、

福祉の向上に関する協力事業、六つ目が、

美幌みどりの村の管理及び運営に関する事

業とあり、これらの事業目的及び事業に基

づきまして、みどりの村振興公社が企画・

立案して実施するものに対して、財源の不

足分を町が公益事業負担金として負担する

ものでございます。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 ７番馬場博美さん。 

○７番（馬場博美君） 同じく１４９ペー

ジ、みどりの村振興公社管理運営費負担金

２,３３３万円についてですけれども、具体

的な内容についてお聞かせください。 

○議長（大原 昇君） 農政主幹。 

○農政主幹（佐々木 斉君） みどりの村

振興公社管理運営費負担金の具体的な内容

について御説明いたします。 

 こちらは、みどりの村振興公社の職員及

び嘱託職員、パート職員、全１０人に対す

る人件費でございます。 
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 具体的な内容といたしまして、給料は職

員２名分の給料、職員手当につきまして

は、職員２名分の職員手当、回答書では給

料となっていますが、こちらは職員手当に

訂正をお願いしたいと思います。 

 職員手当は、通勤手当、期末手当、時間

外勤務手当などの諸手当をいいます。 

 共済費につきましては、職員、嘱託職

員、パートを含む１０名の労災保険料と加

入している職員の社会保険料、賃金につき

ましては、嘱託職員、パート職員８名の賃

金、委託料につきましては、職員及び嘱託

職員６名分の健康診断委託料となります。 

 以上、御説明いたしました。よろしくお

願いしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） これで、１項農業

費を終わります。 

 経済部長。 

○経済部長（石澤 憲君） 先ほど大江議

員から御質問をいただきました、産地パワ

ーアップ事業の補助残で融資を受けられる

かということでございますが、リース事業

でございまして、リース料を毎年払うとい

うことでございますので、融資を受けると

いう概念はございません。 

 それと、上杉議員から御質問いただきま

した建築基準法の確認の周期については、

３年に一度の実施でございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これで、１項農業

費を終わります。 

 次に、２項林業費、１４８ページから１

５５ページまでの質疑を許します。 

 １２番上杉晃央さん。 

○１２番（上杉晃央君） １５１ページの

林業推進事業の修繕料１８８万５,０００円

の修繕内容、金額について御説明いただき

たいと思います。 

○議長（大原 昇君） 耕地林務主幹。 

○耕地林務主幹（中沢浩喜君） 上杉議員

の御質問にお答えいたします。 

 御質問の修繕内容及び金額の内訳につき

ましては、エコハウスの一般修繕として５

万円、きてらすの遊具等の修繕として１９

万８,０００円、同じく、きてらすの木の玉

プール、２か所ございますけれども、そち

らでお子さんたちに御利用いただいている

のですけれども、お子さんたちの汗などに

よって木の玉が汚れることから、その対策

として、厚生労働大臣が指定する検査機関

の試験により、食品衛生法及び薬事法をク

リアした塗料を木の玉に染み込ませて防汚

対策を施し、併せて、欠損防止対策として

６１万９,０００円を、残りの１０１万８,

０００円につきましては、エコハウスの１

階コンクリート床修繕で、コンクリート床

に上幅で０.５ミリメートルから５ミリメー

トル程度のひび割れが多数生じており、維

持管理をお願いしているみどりの村振興公

社の職員により、ひび割れ箇所にコーキン

グ材を注入するなどの応急処置で対応して

おりますけれども、令和２年度に床修繕費

として予算計上しようとするものでありま

す。 

 この修繕内容でございますが、コンクリ

ート土間部分に注入したコーキング材を撤

去し、そのひび割れ部分に、施工が容易で

流動性に優れ、構造物との付着性が高く、

床暖にも適応する無収縮性のモルタル材を

注入し、併せて、モルタル下地不陸調整用

の補修材により下地処理を実施し、下地処

理後は、５０センチメートル角、厚さ５ミ

リメートルでクッション性があり、部分的

な補修も可能なビニール製の床タイルを敷

く予定としております。 

 以上が修繕内容及び金額であります。よ

ろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １２番上杉晃央さ

ん。 

○１２番（上杉晃央君） 修繕内容、金額

については、それぞれ分かりました。 
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 それで、今説明があった遊具について、

厚労省から衛生管理をきちんとクリアしな

さいということで、その対策を施すという

ことですけれども、今、新型コロナの関係

で休んでいますけれども、そのことにも関

連して、これらをきちんと処理するとした

らどれぐらいの期間を要するのか。 

 今、施設を中止しておりますけれども、

今のような状態で子供たちが使うとすれ

ば、当然、アルコールで消毒殺菌すると

か、そのようなことをやっていかなければ

ならないと思うのですけれども、これらの

修繕期間というのはどの程度かかるのか。 

 もう一つ、エコハウスですが、建設して

から大分年数が経過しておりますけれど

も、当面は床の修繕ということでしたけれ

ども、これ以外に全体的に点検して、年次

的に補修することが必要な箇所を現状で把

握されているのか、その辺についてお尋ね

したいと思います。 

○議長（大原 昇君） 耕地林務主幹。 

○耕地林務主幹（中沢浩喜君） まず、１

点目のきてらすの遊具の関係、特に木の玉

プールは、お子さんたちが寝そべったりし

て、その対策として防汚対策をするのです

けれども、具体的に施工期間、防汚対策の

期間が何日かというのは、今承知をしてお

りません。申し訳ありません。 

 コロナの発生以降は、施設の中を消毒し

たり、遊具を拭いたりして消毒をしていま

すけれども、それ以前は、年に１回、木の

玉を希釈した消毒液につけて消毒をして、

乾かして、それで四、五日ぐらいはかかり

ますので、その対策を講じております。そ

れで万全ではございませんけれども、そう

いう対策を講じながら、木の玉プールの汚

れを取っております。 

 ２点目のエコハウスの計画的な修繕の関

係ですけれども、議員がおっしゃるよう

に、エコハウスは、平成２１年度に環境省

の補助事業によって建設されて、３月に完

成した施設でありまして、建設から年数が

経過をしております。 

 ２８年度には、木の外壁ですけれども、

そちらを修繕しておりまして、具体的に屋

根の部分などは見ていないですけれども、

修繕をしておりませんので、どこかで見な

ければいけないのですけれども、修繕しな

ければいけない状況だと思っています。 

 議員がおっしゃるように、状況を確認し

ながら、計画的なことも含めて、修繕を実

施してまいりたいと考えております。 

 以上であります。 

――――――――――――――――――― 

◎会議時間延長の議決 

○議長（大原 昇君） お諮りします。 

 もはや４時近くになりましたが、あらか

じめ会議時間の延長をいたしたいと思いま

すが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。 

――――――――――――――――――― 

◎会議時間延長の宣告 

○議長（大原 昇君） したがって、あら

かじめ会議時間の延長をすることに決定し

ました。 

――――――――――――――――――― 

   ◎日程第２ 議案第１１号から 

         議案第２３号まで 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 ７番馬場博美さん。 

○７番（馬場博美君） １５３ページ、造

林作業委託料３,５９７万６,０００円につ

いて、具体的な内容、前年度対比で増とな

った理由についてお聞かせください。 

○議長（大原 昇君） 耕地林務主幹。 

○耕地林務主幹（中沢浩喜君） 馬場議員

の御質問にお答えいたします。 

 御質問の具体的な内容と前年度対比で増

となった理由でありますが、造林事業の具

体的な内容につきましては、植林などの造

林事業、植栽木に日が当たるように実施す
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る下刈り事業、植栽木の間引きとして伐採

をして材を搬出する間伐事業、植栽木の間

引き、切捨てと併せて、植栽木以外の木を

除去する保育間伐事業を実施する内容とな

っております。 

 対前年比で増となった理由であります

が、造林事業で１３８％、下刈り事業で２

１３％、間伐事業で１４５％、保育間伐事

業で１４６％、それぞれ作業でヘクタール

当たりの作業単価アップにより、対前年度

よりも１,１０９万２,０００円の増となっ

ております。 

 作業単価アップの理由につきましては、

令和２年度の北海道の標準単価はまだ公表

されておりませんが、前年度からのアップ

分を見込んで標準単価を見直し、併せて、

消費税増税、樹種、地形、草刈り回数、伐

採本数などの仕様の違いによるものであり

ます。 

 以上が、具体的な内容と対前年比で増と

なった理由であります。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ７番馬場博美さ

ん。 

○７番（馬場博美君） 了解いたしまし

た。 

 １点だけ教えてください。今御説明のあ

った下刈り事業、間伐事業の施業面積が、

前年度よりかなり増となってございます。

この面積の増となった理由についてお聞か

せください。 

○議長（大原 昇君） 耕地林務主幹。 

○耕地林務主幹（中沢浩喜君） 下刈り面

積ですけれども、１回刈りと２回刈りそれ

ぞれ実施することとしておりまして、１回

刈りが１１.９９ヘクタール、２回刈りが３

８.６６ヘクタールで、その分で増となって

おります。 

 間伐の予定につきましては、１か所を予

定しておりまして、そこで１１.９８ヘクタ

ールの実施を予定しておりまして、その分

で、事業費も含めて、面積、単価のアップ

によって増えている状況になっておりま

す。 

○議長（大原 昇君） ７番馬場博美さ

ん。 

○７番（馬場博美君） これは、町有林に

ついては施業計画に基づいてやっていると

いうことで理解してよろしいでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 耕地林務主幹。 

○耕地林務主幹（中沢浩喜君） おっしゃ

るとおりでございます。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 １１番岡本美代子さん。 

○１１番（岡本美代子君） １５３ペー

ジ、民有林振興対策事業、積立金３,２９２

万３,０００円、積立てということですけれ

ども、積立ての目標とか今後の計画があり

ましたら説明してください。 

○議長（大原 昇君） 耕地林務主幹。 

○耕地林務主幹（中沢浩喜君） 岡本議員

の御質問にお答えいたします。 

 御質問の積立て目的、今後の使い方、計

画についてでありますが、積立て目的とい

たしましては、森林環境譲与税を活用した

間伐、枝払い、下刈りなどの森林整備、安

定的な雇用確保のための担い手対策、町産

材活用促進に向けた木材利用の推進、植樹

祭やきてらすを通じた木育活動など、普及

啓発活動及び既存予算への上乗せなどを目

的として積み立てております。 

 今後の使途につきましては、昨年１０月

１日付で森林所有者に対して、１１月１１

日までの回答期限のアンケート調査を実施

いたしました。 

 アンケート調査の内容につきましては、

１点目として、自己所有林の確認、２点目

として、自己所有林の管理状況、３点目と

して、過去１０年以内の間伐等の実施状況

の有無、４点目として、対象山林の今後の

経営や管理についての大きな４項目に１９

の回答項目を設定し、１０５件、調査面積

で１９０.０３ヘクタール、１６６筆に対し
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アンケート調査を実施し、回答が３７件、

居所不明が３０件、無回答が３８件で、約

３５％の回答率でありますが、回答３７件

のうち自己所有林ではないとの回答をした

件数が９件あったことから、居所不明も含

めて再精査が必要な状況となっておりま

す。 

 なお、今回無回答の３８件につきまして

は、現在所有している方にアンケートが届

いているものと判断できることから、これ

以上のアクションはしなくても構わないと

いう林野庁の見解もあることから、本町も

同様の扱いとしております。 

 今後の計画といたしましては、回答者の

うち町又は森林組合に委託をしている方に

対し、必要に応じて現地調査及び面談を実

施する予定であり、令和２年度は、町外森

林所有者４名に対し直接訪問し、現在の森

林の状況などについて説明をし、併せて、

今後の管理等について聞き取り調査を実施

する予定としております。 

 また、居住不明の方につきましては、森

林法に基づき、課税台帳又は登記簿との突

合を図り、再度アンケートを送付し、所有

者の意向を把握するとともに、一般林家の

ほとんどが維持管理を委託しております森

林組合との意見交換等を実施し、併せて、

森林組合の業務を請け負っている各事業所

の意見聴取を実施し、事業化に向けて、新

たな森林整備制度の策定を令和２年度に予

定しているところであります。 

 以上が、積立ての目的、今後の使い方、

計画についてであります。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １１番岡本美代子

さん。 

○１１番（岡本美代子君） 昨年の予算審

議の前の委員会では、森林環境譲与税が来

るということで、森林アドバイザーの資格

を持つ役場退職者を雇って今後やっていき

たいという説明を受けて、大変期待したの

ですけれども、途中でやめてしまったとい

うことで、このアンケートで不明３０件と

いうのは、大変なのだと思っています。 

 美幌町の林業振興について、専門的な資

格を持った方が再任用されたということで

すけれども、途中でやめてしまったので、

今後が見えない形かなと懸念いたしました

し、森林組合の総会に出ることがありまし

たけれども、そのときに、経済部長も聞い

ていらしたと思うのですけれども、森林環

境譲与税が来ることによって、林業関係者

は有意義に使っていただきたいというお話

を伺ってきました。 

 そんなことで、町長も経済部長のとき

に、森林認証を取ったりして大変熱心にや

られていましたけれども、そういうアドバ

イザーに代わる方が今いらっしゃるのかど

うか、その辺のこともお聞きしたいと思い

ますし、それから、不明者が３０件、大変

これは面倒だけれども、月日がたっていけ

ばいくほど、不明は大変なことではないか

なと思いますので、今後について、一定の

ことは見解を示しておりますけれども、も

っと踏み込んだお考えがあればお聞かせく

ださい。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） ただいま御質問い

ただいた、前段の分だけお話をさせていた

だきたいと思います。 

 森林アドバイザーということで、途中で

退職はされましたけれども、その人に代わ

るということであれば、専門の職員をきち

んと雇用しております。美幌町には、専門

の教育を受けて、実際に現場に出て、いろ

いろな経験をして育っている者がいますの

で、その職員を中心に、関係する部署、一

義的には今のグループの中で、いろいろな

方向性をきちんと上司と相談していける体

制だと思っております。 

 このベースになっています森林環境譲与

税については、民有林が多いところに多く

いただけるお金でありまして、そのお金に

ついては、先ほど中沢主幹から、積立て目
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的の中で、使い方はこういうことにという

ことで説明させていただきました。 

 その中で、まだ方向性が見えていないと

いうのが、中沢主幹から説明させていただ

いた、民有林の所有者に対する活用の仕方

をはっきりさせたいというのが今回のアン

ケートなのですが、ここの資料にも書いて

ございますけれども、事業化に向けて新た

な森林整備の制度を策定したいということ

であります。 

 ですから、美幌町がやっているＦＳＣと

か環境を配慮するということは、一つの方

向性で進んでいる話なので、それはずっと

していけると思いますし、また、町が進め

ているきてらすなどで行っている木育につ

いても、それはきちんと進んでいくと思っ

ています。 

 そういう意味では、繰り返しになります

けれども、一般林家の方々に対する間伐と

か枝払いとか、そういう意向について調査

したということであります。 

 その不明な部分の取扱いについては、主

幹から補足をさせていただきます。 

○議長（大原 昇君） 耕地林務主幹。 

○耕地林務主幹（中沢浩喜君） 不明の３

０件の扱いですけれども、この中にも記載

していますけれども、森林法に基づいて、

課税台帳あるいは登記簿などの情報、税務

とも連携を図りながら、所有者の特定に努

めてまいりたいと思っております。 

 併せて、ほかのところで情報があれば、

山林を所有している方の隣の方の情報と

か、あらゆる情報を使って所有者の特定に

努めてまいりたいと考えております。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） 積立ての目的等、

御説明をいただきましたので分かりまし

た。 

 間伐、枝払い、下刈りなどの森林整備の

部分について、今回、民有林の森林所有者

にアンケートを行ったと了解しましたが、

それとは別に、植樹祭やきてらすを通じた

木育活動などの普及啓発とありますが、こ

の木育活動などで、具体的な取組等、お考

えがありましたら教えてください。 

○議長（大原 昇君） 耕地林務主幹。 

○耕地林務主幹（中沢浩喜君） 新たな事

業については、利用されている方のアンケ

ートも踏まえた上で進めたいと思いますけ

れども、既存の中では、きてらすのクリス

マスの関係で、クリスマスのポストカード

を書いていただいたり、そういった事業も

していますし、担当で利用される方のアン

ケートも取っておりますので、そのアンケ

ートを参考にしながら、事業の組立てを進

めてまいりたいと考えております。 

 以上であります。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） これで、６款農林

水産業費を終わります。 

――――――――――――――――――― 

◎延会の議決 

○議長（大原 昇君） お諮りします。 

 本日の会議は、これで延会いたしたいと

思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。 

 したがって、本日は、これで延会するこ

とに決定しました。 

――――――――――――――――――― 

◎延会宣告 

○議長（大原 昇君） 本日は、これで延

会いたします。 

       午後４時１２分 延会   
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